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  １．総合計画の概要 

 

（１） 計画策定の趣旨 

 上天草市は、平成 16 年３月 31 日に４町が合併して以来、「上天草市総合計画（以

下「第１次総合計画」という。）」に基づき、「人と海のふれあうまち」をキャッチフレ

ーズに掲げ、民間・地域団体と協力して、積極的にまちづくりに関する各種施策に取り

組んできました。 

 近年、我が国を取り巻く社会・経済情勢は大きく変化しており、予想を上回る速さで

少子高齢化の進展や人口減少社会の到来、インターネットの普及などによる生活環境の

変化、地球温暖化などの環境問題の顕在化等が進んでいます。 

他方、地方分権の進展や市民ニーズの多様化・高度などに伴い、地方自治体を取り巻

く環境や期待される役割も大きく変化しつつあります。また、平成 23 年 3 月に発生

した東日本大震災は、想像を超える甚大な被害をもたらした一方で、「自助・共助・公

助」のもつ役割・重要性を改めて見つめ直す契機となりました。  

 

このような時代の流れや変化を捉え、「上天草市第２次総合計画（以下「第２次総合

計画」という。）」は、第１次総合計画で培ったまちづくりの基盤を継承・発展させると

ともに、上天草市の新たな将来像、まちづくりの目標を明らかにし、「市民による市民

のためのまちづくりの推進」、「市民と行政の協働による新たなまちづくりの推進」に取

り組んでいくための指針を示すものです。 

 

 

注）上天草市特命係長「四郎くん」は、天草の方言を話すことができます。 

  基本構想では、市民の皆さまに、この構想を身近なものと感じていただけるよう、 

原則として図表やポイントを記載する四角囲の囲み部分を除く説明本文に上天 

草市の方言を用いています。 

 

市民市民市民市民みーんなでみーんなでみーんなでみーんなで、、、、いまからのいまからのいまからのいまからの新新新新しかしかしかしか

上天草市上天草市上天草市上天草市ばばばば創創創創るばいるばいるばいるばい！！！！！！！！    
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（２） 計画の役割 

総合計画は、私たちの上天草市を将来どのような「まち」にしていくのか、そのため

にどんな事をしていくのかをまとめた「まちの未来づくり計画」です。 

これまで総合計画は、地方自治法第（昭和 22 年法律第 67 号）２条第４項に基づき

策定が義務付けられ、主に行政運営の総合的な指針とされてきました。しかし、平成

23 年の地方自治法の改正により、総合計画の策定は、義務付けが撤廃され、地方公共

団体の自主的な判断に委ねられることになりました。 

本市は、将来に向けた計画的なまちづくりを進めていく上で、先述した近年の本市を

取り巻く環境の変化等に対応するためには、「まちの未来づくり計画」となる総合計画

は必要であると考え、新たに第２次総合計画を策定することとしました。 

なお、計画策定にあたっては、地域の自主性・独自性の発揮による実効性の高い計画

をめざし、次の役割を踏まえた計画とします。              

                                       

第２次総合計画の役割 

●将来、まちが発展していくために必要な方向を示す羅針盤となる計画 

まちがめざす将来目標に基づき目標達成に向けた取組みを示すとともに、民間・行

政の限られた資源を有効に活用し、地域の課題を克服していくために、「あれもこれ

も」ではなく、「あれかこれか」という考え方の元、優先すべき取組みを考えた戦略

シナリオを示す計画としました。 

 

●将来の目標に向けて市民と行政がともにめざす協働の指針となる計画 

上天草市がこれからも元気あるまちに発展していくため、市民と行政が他人まかせ

にすることなく積極的に自らのまちづくりを推進する協働のまちづくりが重要であ

ることから、将来の進むべき方向と目標に向けて、市民、行政がそれぞれの役割を担

いながら主体的にまちづくりを進めるための指針となる計画としました。 

 

●まちづくりの達成状況を確認するものさしとなる計画 

将来の目標をめざしたまちづくりを着実に実現していくために、それぞれのまちづ

くりの活動が「だれが」「いつまでに」「どの程度」実施するのかを明確に示し、計画

が目標どおり進捗しているか管理できる計画としました。 

 

●財政の健全化を推進する計画 

国の骨太の方針に則り、財政の健全化による自立した行政経営をめざし、安定的な

歳入の確保と施策の効率的な運営による歳出の抑制を推し進める計画としました。 
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（３） 計画の構成 

第 2 次総合計画は、基本構想、基本計画で構成するものとし、以下の内容とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 総合計画の構成と期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想‥平成 26 年度から 10 年間 

 

基本計画‥今回は平成 26 年度からの前期 5 年間分を計画 

 

 

構 成 内 容 

基本構想 

本市のめざす将来像、まちづくりの基本目標を示すとともに、

将来像の実現に向けた各分野の戦略目標と施策大綱を示しま

す。計画期間は、平成２６年度を起点とし、平成３５年度を目

標年度とします。 

基本計画 

 

基本構想で示した施策大綱に基づく施策を分野別に体系化し

て示します。計画期間は、基本構想に基づく１０年間とします。

事業の進捗状況及び環境の変化による計画の見直しに対応する

ため、前期計画を 5 年間（平成２６年度～平成３０年度）、後

期計画を 5 年間（平成３１年度～平成３５年度）とします。 

基本構想 

基本計画 

■基本構想 上天草市のめざす将来像の基本方

向と総合的かつ計画的な行政運営を図るための

施策の大綱を示します。 

■基本計画 基本構想で示された施策の大綱に

基づき、根幹となる施策を掲げ、分野別に体系化

し示します。 
基本計画 

平成26年度～35年度 

前期:平成26年度～30年度 後期:平成31年度～35年度 

事務事業 
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（４） 協働のまちづくりによる計画推進に向けて 

上天草市がこれからも元気あるまちに発展していくため、市民と行政がそれぞれの役割

を果たし、ともに力をあわせ計画を推進していくことが必要です。 

本項では、本計画を推進していくために必要となる、住民と行政の協働によるまちづく

りと、行政運営の基本指針について設定します。 

 

① 市民と行政の協働によるまちづくりの基本指針 

第２次総合計画を推進するためには、市民と行政、そして本市に関わる様々な人がとも

にまちづくりのパートナーである意識をもちながら、地域の課題解決・目標達成に向かっ

て知恵を出し合い、協働によるまちづくりを進めることが必要になります。 

本計画の推進に向けて必要となる市民と行政の協働によるまちづくりの基本指針を以

下のように定めます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● まちづくりを共有できる情報発信・市民参加機会の拡大 
市民のまちづくりへの関心と参加を促進するため、行政による広報広聴活動を充実させる

とともに、まちづくりの課題に対する市民との意見交換の機会を充実します。 

 

● 各地域を支える行政区を核とした住民自治の促進 
住民自治の基礎である行政区活動を支援するとともに、各地域の自治活動をリードする地

域リーダーの育成を図ります。 

 

● 自主的な住民活動への支援／多彩な市民交流の拡大 
多様化する市民ニーズに応えられるまちづくりを進めるため、様々な分野で活動する市民

活動団体を支援するとともに、市民同士の交流を広げていきます。 

 

● 幅広い人材の交流・連携によるまちづくり 
本市が市外との連携したまちづくりを広げていくため、市内にとどまらず、本市に関わる

市外の幅広い人材との交流・連携を活発に展開します。 

みーんなでみーんなでみーんなでみーんなで、、、、つどぉーておどんつどぉーておどんつどぉーておどんつどぉーておどん

のまちについてのまちについてのまちについてのまちについて語語語語ろうかいろうかいろうかいろうかい！！！！！！！！    
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② 行政運営の基本指針 

地方分権の進展や地域社会の変化が進む中、行政課題は複雑・多様化しています。行財

政の厳しさが増す中、限られた財源を有効に活かし、第２次総合計画の各施策を推進する

ために必要となる行政運営の基本指針を以下のように定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 計画内の各施策の管理及び成果の検証 

 総合計画の評価基準に関する基本指針 

第 2 次総合計画ではまちづくりを着実に実行する計画をめざし、計画内の各施策の実

施状況の管理及び成果の検証のできる評価基準に関し、基本方針を以下のように定めます。 

 

● 社会動向・市民ニーズに対応できる組織体制・人材育成 
庁内での研修開催や外部研修への派遣等に力を入れ、地方分権に対応した政策立案能力や経

営感覚をもった職員を育成します。また、市民ニーズに柔軟に対応していく機動性の高い行政

機能（組織機能・拠点機能）を強化します。 

 

● 効率的で健全な行財政運営の推進 
健全な行財政運営を持続していくため、中長期的な視点にたった財政運営を図るとともに、

有効な施策への選択・集中による効果的な財源配分、PDCA サイクルによる行政評価の実施、

施策の進捗管理により、限られた投資的財源を有効に活用した実効性のある行政運営に努めま

す。 

 

● 広域行政の推進による事務の効率化 
広域圏における既存の広域行政の取組みを継続するとともに、近隣市町との施設や機能の相

互分担・活用できる体制づくりをめざし、予算や人員等の削減や業務の効率化を図ることがで

きるものについては広域行政による共同化に向けて検討を進めます。 

● 各施策の目的を明確にし、目的達成に必要な定量的な目標指標を設定します 
各施策に求められる目的を明確に示し、目的達成に必要な定量的な目標指標を設定します。

このことについて、各施策の目標を達成するために何を、どこまで実施すべきか、わかりやす

く示していきます。 

目標指標は、施策の達成度を測る成果指標と成果指標を達成するために実施する活動量を測

る活動指標の２つの指標から構成されます。 

� 成果指標 

総合計画のめざす目標値を表す指標であり、本計画の達成度を測る指標です。 

� 活動指標 

成果指標の目標値を達成するために基本計画に示された各施策の活動内容の進捗度を測

る指標です。 

成果指標の目標達成に向け、施策として、「何をどれだけしたか」を示すものが活動指標で

あり、その活動の最終的な評価は成果指標として「どのような状態に導いたか」を評価されま

す。 
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２．計画の背景 

 

（１） 社会潮流と本市の現状課題 

① 少子・高齢化、人口減少社会の到来 

【社会の潮流】 

日本全体が人口減少社会の時代に入り、少子高齢化が加速し、地域コミュニティを支

える若者の減少や社会保障費の増大、労働力人口の減少等が懸念されています。 

【本市の現状課題】 

本市の人口等は、[図１]のとおり、新市施行後、最初の国勢調査の平成 17 年では

32,502 人、11,432 世帯であったのに対し、平成 22 年では 29,902 人、10，994

世帯と 5 年間で 2,600 人（8.0％）も減少し、減少傾向が顕著になっています。 

年齢階層別に人口割合（平成２２年度国勢調査）をみると、[図 2]のとおり、0～14

歳の年少人口が 12.4％、15～64 歳の生産年齢人口が 54.5％、65 歳以上の老年人口

が 33.0％です。昭和５５年度以降の推移をみると、0～14 歳の年少人口の割合が低下

する一方で 65 歳以上の老年人口の割合が上昇しており、少子高齢化が年々進んでいる

ことが分かります。また、１世帯あたりの人数は、平成 12 年度の 3.04 人から平成

22 年度 2.7２人と減少し、小世帯化が進んでいます。 
 

[図１]人口・世帯数の推移 （出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 [図２]年齢 3 区分構成比の推移 （出典：国勢調査） 
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（単位：100万円）

② 経済成長の鈍化・産業構造の変化 

【社会の潮流】 

世界同時不況以降の長引く経済の低迷は地域経済にも大きな影響を与えています。特

に 雇用状況の悪化は 若年層の就職難や経済的格差拡大など新たな社会問題を引き起

こしています。また、経済活動のグローバル化が進み、中国を中心としたアジア各地域

の急速な経済成長と産業構造の高度化が進む中で、国際間・地域間における競争の激化

が進んでいます。 

【本市の現状課題】 

本市の経済活力の指標となる市内総生産（ＧＤＰ）は、[図３]のとおり、ほぼ減少傾

向にあり、平成 17 年度からの 5 年間で産業部門は 100 億円以上の減少となっていま

す。 

本市の就業者人口についても、[図４]のとおり、平成 2 年度以降、減少傾向となって

おり、特に平成 17 年度から平成 22 年度の 5 年間の減少数が最も大きく約 1,600 人

の減少となっています。 
 

[図３]市内総生産及び産業部門総生産の推移 （出典：熊本県統計協会・市町村民所得推計） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

[図４]市内就業者人口の推移 （出典：国勢調査） 
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学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 生徒数
（校） （人） （校） （人） （校） （人）

平成19年度 17 1,850 9 1,083 2 479
平成20年度 16 1,757 9 1,028 2 474
平成21年度 16 1,711 9 970 2 453
平成22年度 14 1,601 9 919 3 454
平成23年度 12 1,520 8 883 3 451
平成24年度 11 1,412 8 888 1 392
平成25年度 11 1,358 8 838 1 326

中学校 高等学校小学校

③ 地域教育力の再生、多様な価値観をもったネットワークの拡大 

【社会の潮流】 

家庭の教育力や地域の相互扶助機能が低下するとともに、児童生徒の抱える問題の多

様化、深刻化が認められ、こうした社会的課題が顕在化する中、例えば学校教員のスト

レスの増大、ストレス耐性のない子どもの不登校等の課題が大きな社会問題となってい

ます。 

他方、仕事だけでなく、余暇を利用したボランティア活動、NPO を通じた活動、文

化・スポーツ活動、地域コミュニティ活動などで、個人の価値感に合わせ、自己実現を

図ろうとする住民が増加しています。これに呼応して SNS などのインターネット上の

コミュニティサイトを通じた、目的や価値観を同じくする個人間のネットワークが拡大

し、多種多様な生涯学習やボランティア活動等への参加機会が増大しています。 

【本市の現状課題】 

少子化が進み、[図５]のとおり、本市の児童生徒数は年々減少しており、適正な教育

環境を確保するため小中学校の再編を進めています。また、本市唯一の高等学校である

熊本県立上天草高等学校への進学率の低迷が課題となっています。 

一方、松島総合運動公園・松島総合センター「アロマ｣を中心に各地域で市民による

様々なスポーツ活動が行われています。このような活動を通じ、健康増進も兼ねた市民

交流の更なる拡大が期待されます。 

 [図５]市内小学校・中学校・高等学校の学校数・児童生徒数の推移 （出典：学校基本調査） 

 

 

 

 

 

 

※高等学校の学校数の減少は平成２２年度に上天草高校が設立され、大矢野高校、松島商業と併せて３校にな

ったことによるものである。 

 

④ 環境問題に対応した社会づくり 

【社会の潮流】 

地球温暖化対策や自然エネルギーの利用促進など、世界的規模で環境問題への取組み

が進んでいます。これまでの大量生産・消費、廃棄までのサイクルを根本から見直し地

球環境にやさしい低炭素社会・持続可能な社会の構築に向けて、自治体、市民、事業者

それぞれの立場で責任ある行動が求められています。 

【本市の現状課題】 

雲仙天草国立公園に指定される豊かな海の景観をはじめ、自然環境に恵まれた本市で

は、自然と共生したまちづくりをめざし、海の日クリーン作戦や学校における環境教育

の推進、アダプトプログラムの実施など、様々な環境保全・景観保全に向けた取組みを

 

スポーツが通じて、 

交流がたいぎゃ 

多なればよかばって

ん！！ 
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進めています。 

一方、本市の統計では、下水道や合併処理浄化槽等の生活排水処理施設の普及率は本市の

約全世帯の 40％にしか至っておらず、海洋保全の観点からも汚水処理対策が課題となって

います。 

 

⑤ 地方分権の推進と「自助・共助・公助」の重要性の高まり 

【社会の潮流】 

地方分権の進展により、市町村は、これまでの法律や制度に基づいた中央集権的な制

度による画一的な行政運営と比べ、近年、自治体が担う仕事の範囲と責任が拡大し、地

域の主体性に基づく自律したまちづくりが一層求められています。 

また、東日本大震災を期会に、「自助・共助・公助」の重要性が改めて問われはじめ

ています。また、行政の財政の硬直化が進む中、公共サービスを行政だけが担うのでは

なく、市民やＮＰＯ、企業などが身近な分野で実施主体となり、共助の精神のもと、公

共を皆で担っていくという「新たな公共」が提唱されています。 

【本市の現状課題】 

本市においては、これまで第１次総合計画に基づき、市民への身近な行政サービスの

提供を進めるとともに、市内１３地区を中心とした「まちづくり委員会」が組織され、

市民の主体的なまちづくりが進められてきました。 

しかし、人口減少や少子高齢化が進む中、各地域のまちづくりの担い手の不足、地域

内でのコミュニケーションの希薄化が進み、これまで地域活動を支えてきたコミュニテ

ィの組織力が弱体化しています。 

 

⑥ 地方財政の逼迫 

【社会の潮流】 

景気の低迷による税収の伸び悩みや、依然として不透明な経済動向の中で、今後も地

方においては財源の確保が厳しい状況が続くことが予想されます。効率的な行政運営を

行い、限りある財源を効果的に活用してまちづくりを進めていくためには、行政、地域

の企業・団体・住民がそれぞれの役割に応じて積極的にまちづくりに取り組んでいくこ

とが必要となっています。 

【本市の現状課題】 

本市おいても三位一体の改革以降、地方交付税が大きく減少する中、職員定員の適正

管理、事務事業の点検、繰上償還による公債負担の適正化等の行財政改革を進めること

で財政運営の健全化を進めてきました。 

しかし、人口減少・少子高齢化に伴い、今後、社会保障等の義務的経費の増大は更に

進むと考えられ、財政の柔軟性がより衰えるものと思われ、安定した税収の確保に向け、

社会の環境変化に対応した柔軟な市政運営や地域の活性化がより重要となってきてい

ます。 
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（２） 上天草市のまちづくりの重点課題 

住民意識調査、行政ヒアリング調査結果等を総合的に分析し、今後の１０年間のまち

づくりにおいて、特に重要と考えられる課題について以下にまとめています。 

 

① まちづくりの基本的課題 

以下に記載する 3 つの課題は、「②まちづくりの分野別課題」に示すそれぞれの課題全てに関

わる共通課題となるものです。 

 

 

 

 

 

② まちづくりの分野別課題 

各分野のまちづくりにおける課題、求められる取組みは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 定住人口の安定化 

◎ 市民、行政及び市内外が連携・協働するまちづくり 

◎ 社会変化に対応できる行財政運営 

＜産業振興＞ 

【産業振興全体に関わる課題】 

◎ 産業活性化による市内雇用の拡大（若者の人口流出抑制） 

【本市の課題・求められる取組み】 

◎ 地域の強みを活かした観光振興による産業活性化 

定住人口を安定化させるためには減少する市内雇用の回復が重要な課題となっています。

そのため、本市の強みである観光の振興を促進し、経済効果を高め、雇用を拡大させる産

業へと発展させていくことが求められています。（市長ヒアリング等より） 

◎ 観光と連動した 6 次産業化による商品開発・販売拡大 

観光振興による交流人口の拡大効果を活かして、幅広い地域産業の活性化につなげるた

め、観光と第１次産業が連動した６次産業化によって収益力・競争力のある産業育成が求

められています。（市長ヒアリング、行政ヒアリング等より） 

◎ 農林水産業の担い手育成・生産基盤の確保・拡大 

農林水産業の高齢化、担い手不足が進んでおり、収益力向上による労働力の確保・育成

が求められています。（行政ヒアリング等より） 

◎ 既存の地場産業の経営力向上 

地域の商工業や海運業の低迷が続いており、商工業等の振興によって地場産業の経営力

を向上させ、働き場を確保することに対する市民ニーズが高まっています。（住民意識調査

等より） 
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＜教育・文化＞ 

【教育・文化全体に関わる課題】 

◎ ふるさとの愛着と誇りをもった人づくり 

 【本市の課題・求められる取組み】 

◎ 家庭の教育力、地域の教育力の回復 

インターネットの普及をはじめとした情報入手手段の容易性の向上、イノベーションによる生活

利便性の向上、生活習慣の多様化が認められる一方、子どものモラル低下等が進み、家庭や

地域による子どもを守り、育てる教育力が求められています。（市長ヒアリング等より） 

◎ 様々な年代・地域の市民の交流を生む学びの場・機会づくり 

地域コミュニティが希薄化する中、公民館等を核とした子どもから若者、お年寄りまで多様な年

代の市民が、身近な地域で学び、交流を広げる機会や場づくりが求められています。（行政ヒ

アリング等より） 

◎ スポーツ振興・充実による交流拡大、まちの魅力の向上 

アロマ等のスポーツ施設を核に各地域で積極的に市民のスポーツ活動、スポーツイベント等を

通じた市外との交流が行われており、市民のスポーツ文化の振興に対する満足度も高い状況

です。これらの取組みを活かし、スポーツをまちの魅力づくりの手段としてとらえた更なる交流拡

大が求められています。（住民意識調査等より） 

◎ 高等学校のポテンシャルを活かした教育環境の向上 

上天草高校への進学率が低迷しており、特色ある高校教育による進学率向上が求められてい

ます。（行政ヒアリング等より） 

◎ 地域の歴史文化の保存と活用 

地域の歴史文化の調査・研究を更に進め、地域の個性を発揮する資源として内外に広く情報

発信していくことが求められています。（市長ヒアリング等より） 

＜生活環境・都市基盤＞ 

【生活環境・都市基盤全体に関わる課題】 

◎ 少子高齢社会に備えた安全・安心なまちづくり 

 【本市の課題・求められる取組み】 

◎ 市民ニーズの高い公共交通の確保による交通利便性の向上 

高齢化がさらに進む中、市内の公共交通に対する市民ニーズは高く、公共交通による交通利

便性の確保が求められています。（市長ヒアリング等より） 

◎ 定住人口の拡大に向けた住環境整備と促進策の充実 

安定した定住人口を確保していくために、定住希望者の受け皿となる住宅を確保し、積極的な

定住促進策を展開していくことが求められています。（総合分析等より） 
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＜生活環境・都市基盤＞ 

◎ 要援護者支援等防災対策の充実 

全国各地で地震や風水害などの大規模災害が多発する中、災害時に支援が必要な要援護者

への支援対策を中心に各地域での防災対策の充実が求められています。（行政ヒアリング等

より） 

◎ 海の環境保全、ごみ等の環境マナーの向上、地球温暖化対策の推進 

本市の貴重な資源である海をはじめとする自然環境を守り、次代へ残していくため、汚水処理

対策やゴミ対策、地球温暖化対策等の取組みが求められています。（行政ヒアリング等より） 

＜医療・福祉＞ 

【医療・福祉全体に関わる課題】 

◎ 少子高齢社会に備えた安全・安心なまちづくり 

◎ ふるさとの愛着と誇りをもった人づくり 

  【本市の課題・求められる取組み】 

◎ 健康に対する意識啓発と健診受診率の向上 

中高年の生活習慣病の重症化が課題となっています。市民が健診の受診等により健康管理に

留意するよう、日常からの健康への意識を高めることが求められています。（行政ヒアリング等

より） 

◎ へき地医療体制・救急医療体制の充実 

小児科等の医師不足の解消や医療機関の連携した救急時の体制の確保、へき地における医

療の確保等が課題となっており市民が安心できる医療体制の充実が求められています。（行政

ヒアリング等より） 

◎ 子ども未来館、子育て支援センターを活用した児童福祉等の充実 

少子化が進む中、子育て家庭のニーズにあわせた安心して子どもを産み育てるための環境づ

くりが求められています。（行政ヒアリング等より） 

◎ 小地域ネットワークを核とした地域の支え合いのネットワークづくり 

今後、更に高齢社会が進む中、防災や福祉など様々な暮らしの場面で地域の市民同士の支え

合いによるネットワークの重要性が高まっています。現在、取組みが進められている小地域ネッ

トワークを核とした地域のネットワークづくりが求められています。（行政ヒアリング等より） 
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  第２部 基本構想 
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  １．将来像／まちづくりの基本目標 

 

（１） 将来像 

本市では、これまで第１次総合計画に基づき、「人と海のふれあうまち」をキャッチフ

レーズに本市の最大の資源である「海」と「人材・資源」を活かした持続可能な産業構造

の確立、活力ある自立・交流型の地域社会等をめざし、民間・地域団体と行政が協働して、

積極的にまちづくりに係る各種施策に取組んできました。 

本市の「海」を中心とした豊かな自然は、多くの市民にとって、本市に暮らすことの「喜

び」「しあわせ」の根源として、また、多くの市外からの来訪者にとって、「癒し」「感動」を

与える観光地の魅力として、活力ある地域社会を支える象徴的、普遍的な資源です。 

第１次総合計画で取組んできた「人と海のふれあうまち」は本市のまちづくりにおける

普遍的な考え方であり、将来においても引き継いでいくべきものです。 

第２次総合計画では、これまで築いてきた「人と海のふれあうまち」を継承し、「海」

と「人材・資源」を活かした自立・交流型の地域社会を更に進めるとともに、今までにな

い、新しいまちの価値の創造に向けて、様々な地域資源の可能性を十分に活用した、質の

高いまちづくりをめざします。 

そこで、第2次総合計画の将来像を「人と海のふれあうまち ～地域資源を活かした、新しい

まちの上質な価値の創造～」とします。 

 

 

「「「「人人人人とととと海海海海のふれあうまちのふれあうまちのふれあうまちのふれあうまち」！！」！！」！！」！！    

うちはうちはうちはうちは、、、、よかとこよねよかとこよねよかとこよねよかとこよね～！～！～！～！    

第第第第２２２２次総合計画次総合計画次総合計画次総合計画ではではではでは、、、、将来像将来像将来像将来像にあるごてにあるごてにあるごてにあるごて、、、、さらにさらにさらにさらに

新新新新しかまちのしかまちのしかまちのしかまちの上質上質上質上質なななな価値価値価値価値ばばばば創創創創っていくばいっていくばいっていくばいっていくばい！！！！    
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２．将来指標（将来人口フレーム） 

 

（１） 前提条件の整理 

① 本市の人口、世帯数の推移 

本市の人口は、[図 6]のとおり、平成 22 年国勢調査で 29,９02 人となり、近年減

少傾向が顕著になっています。 

近年の人口動態を見てみると、[図 7]のとおり、社会減（市外に市民が転出するこ

とによる人口減少）が自然減（死亡による人口減少）を上回っています。本市の人口

減少の要因が市外への人口流出によることがわかります。 

 

  [図 6] 人口・世帯数の推移 （出典：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図 7] 自然増減・社会増減の推移 （出典：熊本県推計人口調査） 
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② 将来人口の推計 

本市の将来の人口を、平成 20 年～25 年の住民基本台帳をもとにしたコーホート変

化率法※により推計すると、[図 8]のとおり、10 年後の平成 35 年の人口は 25,529

人となります。 

※コーホート変化率法とは、コーホート（５年間ごとの年間に出生した人口群）ごとの 5 年間の人口増減を変化率として捉

え、その率が将来も大きく変化しないものと推計し、0～4 歳の子ども人口は、15～49 歳女子人口との比率により推計する方

法である。 

 

[図 8] 将来人口の推計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、[図 9]のとおり、15 歳～65 歳の生産年齢人口の減少が顕著となっており、地

域の高齢化に拍車をかけています。この傾向はさらに高まり、地域活力の更なる減退を

進めるだけでなく、長期的な視野にたった安定した人口構造を維持できなくなる可能性

があります。 

[図 9] 人口 3 区分から見た将来人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H40 年以降、65 歳以上の人口

が生産年齢人口ば上回り、自治

体としての存続の厳しか状況に

なります。 

こっこっこっこっ…………こらこらこらこら、、、、    

えらいえらいえらいえらい人口人口人口人口のののの減減減減っっっっ

てててて行行行行くなぁくなぁくなぁくなぁ…………    

こらつまらんっこらつまらんっこらつまらんっこらつまらんっ！！！！    
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（２） 将来目標の人口フレーム 

将来の人口推計[図 8]で示すように、本市人口は今後 10 年間で約 5,000 人の人口減少が予

測され、長期的には 15 歳～65 歳の生産年齢人口が 65 歳以上の人口を下回る人口構造となり、

地域社会を持続することが厳しい状況に直面することが危惧されます。 

今後、地域社会を持続させていくためには、課題となっている生産年齢人口を維持・確保し

ていくことが必要であり、そのためには、市内の経済活力を高め、産業を活性化することによ

り、生産年齢人口に対する雇用の機会を増やすことが必要となります。 

そこで、本計画のめざす将来目標となる人口フレームについては、経済効果を高め、雇用拡

大による人口減少の抑制を最優先とし、合わせて全ての施策の実施による相乗効果によって定

住人口の増加をめざすこととし、以下を将来目標として設定します。 

 

 

 

 

 

 

※目標指標人口となる 29,000 人は経済効果（10 年後の市内総生産（ＧDP）100 億円増加）による雇用

増加数（1,300 人）と定住人口増加数（3,200 人）を想定した試算数値です。 

 

■ 将来人口のフレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざすまちの姿 ： 人口指標 

＜将来人口指標＞  

平成 35 年推計値 25,529 人 ⇒ 29,000 人 以上をめざします。 

定住人口定住人口定住人口定住人口ばばばば、、、、    

どがんかしてどがんかしてどがんかしてどがんかして    

増増増増やさんばやさんばやさんばやさんばっっっっ！！！！    
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■ 地域経済の活性化による「働く場」の確保・充実 

 

 

 

■ 子どもを安心して産み、育て、地域に愛着をもった人材へ育つ環境づくり 

 

 

 

（３） 将来人口指標の達成に向けたまちづくり戦略 

第 2 次総合計画では、生産年齢人口の流出抑制と流入拡大による将来人口指標の達成に向け

て、本市の強みである観光ブランド力を活かした「産業の活性化による雇用の確保・充実」を

戦略的なまちづくりの最優先事項とし、行政、企業、市民が一体となって、集中的な取組みに

より、産業の活性化（市内総生産（GDP）の増加による雇用の拡大）をめざします。 

あわせて、将来の地域の担い手である子どもを安心して産み、育て、地域に愛着をもった人

材に育つことができる「子育て・子育ちしやすいまちづくり」を優先事項とし、地域を支える

人材の育成と子育て世代の安心できる定住環境の拡充をめざします。 

以上のまちづくり戦略の実践により、将来にわたる人口の安定化、産業の活性化を達成する

とともに、福祉、医療、生活環境、都市基盤等といった地域の暮らしを支える社会基盤の向上

を図ることにより、その相乗的な効果として、上天草らしい定住環境を充実させることで、市

民が住み続けたい、新たな定住者が住みたいまちへと発展させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直面する上天草市の重点課題 

若者等の生産年齢の人口流出（社会減）による人口減少の拡大 

優先すべきまちづくり戦略 

観光地としての集客力拡大による観光産業の活性化 
 
観光振興と連動した農林水産物・加工商品の生産・販売の拡大 
 

子育て支援・子どもの教育の充実 
 

地域経済の拡大 
地域雇用の拡大 

官の投資財源の拡大 生産年齢人口の定着 

民間企業の進出 新たな流入人口の拡大 

まちづくり戦略がもたらす成果 

成果を活かし、さらに定住人口を拡大するまちへと発展 

 

子育て・子育ち環境の充実 

子育て世代の定住化 

地域を担う人材の育成 

 

上天草らしい満足感のある定住環境の充実 

利便性の高い市街地、地域拠点の形成 

魅力ある住環境の形成 

高齢者にやさしい福祉環境の充実 

文化・スポーツ環境の充実 

各地区の多彩な市民活動を広げる場の充実 

美しい自然を守り、育てる環境にやさしいまちの形成 
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３．将来像、まちづくりの基本目標の実現に向けた戦略シナリオ 

本市の将来像及びまちづくりの基本目標を実現するために、「活力」「誇り」｢安心｣の３つの

基本目標のテーマを軸に次のようなまちづくりの戦略シナリオを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
方
針 
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
目
標 

２．農林水産物の生産・加工商品開発・
販売を拡大する～売れるブランド産品・
加工商品開発による「産業」づくり～ 

１．観光需要と観光消費を拡大する
～観光ブランド力を発揮する「産業」
づくり～ 
 

３．地域の産業・企業の再生・育成
により雇用を生む～地域の産業・企
業の多様な可能性を創造する「産
業」づくり～ 

４．地域ぐるみで子育て・子育ちしやすい
まちをつくる～未来を築く元気な「人
（子ども）」づくり～ 
 
 

５．心身ともに健康でいきいきと暮らす
まちをつくる～生涯いきいき元気な
「人（市民）」づくり～ 
 

６．多様な交流によりふるさとへの愛情と
誇りを育てる～スポーツ・文化を通じた
郷土を愛する「人」づくり～ 
 

７．高齢社会に備えた安心、便利な生活
基盤をつくる～安心・快適に暮らせる
「地域」づくり～ 
 

８．自然志向・健康志向の都市住民の定
住を促進する～新たな定住を促進す
る「地域」づくり～ 
 

９．自然環境を守り、美しい景観を
つくる～美しい海と緑のある「地域」
づくり～ 
 

未来に向けて輝く 

「産業」づくり 
地域資源を活かした産業の創
出・振興と雇用増加による定

住の基盤づくり 

未来に向けて輝く 

「人」づくり 
未来を築く子どもの育成と愛郷心

をもって活き活きと 
暮らす市民生活の実現 

未来に向けて輝く 

「地域」づくり 
安心・快適な暮らしの構築と市民

が誇れる美しいまちづくり 

安心 
ふれあい・支えあう 

まち 

誇り 
ふるさとの豊かさを 
守り、愛するまち 

活力 
産業が活性化し成長する 

まち 

  

  

将来像 ： 人人とと海海ののふふれれああううままちち  ～～地地域域資資源源をを活活かかししたた、、新新ししいい上上質質なな価価値値のの創創造造～～ 

まちづくりの基本目標 ： 子子どどもも、、若若者者、、おお年年寄寄りりがが住住みみ良良いい「「活活力力」」「「誇誇りり」」「「安安心心」」にに満満ちちたたままちちのの実実現現 

将来目標の人口フレーム ：  （H35 推計値） 25,529 人 ⇒ 29,000 人以上をめざします  

最重点戦略 

最重点戦略 

成果指標(H35 年度目標値) 
●年間市内総生産（GDP）の
増加額 ：100 億円（雇用の増
加：1,300 人） 

成果指標(H35 年度目標値) 
●年少人口数 ： 3,058 人 
（推計値 2,518 人に対する 500 人
<20.0％>増加） 

成果指標(H35 年度目標値) 
●住みやすいと思う市民の割合
（H25）57.3％⇒78.0％（社会減
20.0％（800 人）抑制） 
●定住効果による 600 人増加 

成果指標(H35 年度目標値) 
●年間観光入込客数74 万人増加 
●年間観光消費額 50 億円増加 

成果指標(H35 年度目標値) 
●6 次産業化による経済効果   
50 億円増加 

成果指標(H35 年度目標値) 
●戦略２との合算による経済効
果 50 億円増加 

成果指標(H35 年度目標値) 
●「子育てに不安や負担を感じな
い」人の割合（市民意識調査）50.0％ 

成果指標(H35 年度目標値) 
●「心身ともに健康だと思う」市民の
割合（市民意識調査） 80.0％ 

成果指標(H35 年度目標値) 
●（月に複数回以上）運動・スポー
ツに取り組む」市民の割合（市民意
識調査） 50.0％ 

成果指標(H35 年度目標値) 
●住み慣れた地域で安心して生
活できている高齢者の割合（市民
意識調査） 80.0％ 

成果指標(H35 年度目標値) 
●市外からの新たな転入者数600

人 

成果指標(H35 年度目標値) 
●「水のきれいさ（海・川・海岸）」

の満足度（環境基本計画市民
アンケート調査） 48.0％ 

重点戦略 
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４．まちづくりの戦略目標   

計画の将来像とまちづくりの基本目標を実現するため「まちづくり戦略目標」を以下のよう

に定めます。 

（１）未来に向けて輝く「産業」づくり   

 

 

 
 

 
  

 

 

 
観光地としてのブランド力を活かした観光産業の拡充は、上天草市の強みを活かす最

重点の産業振興策です。これまでの観光振興の取り組みをさらに強化し、観光需要（集
客）と観光消費の更なる拡大をめざし、雇用を拡大する産業へと発展させていきます。 

目標指標 

(成果指標) 

年間観光入込客数  目標値（H35 年度） ７４万人増加 

年間観光消費額   目標値（H35 年度） ５０億円増加 

 

① 訪れたくなる 「上天草ブランド」の魅力の強化と発信                       
「美と癒しと食の楽園 上天草」をコンセプトに「食」「景観」「温泉（健康・美）」の魅力を

最大限に発揮させ観光地としてのブランドを高めるとともに、集客力のある観光拠点、イベン
トを充実させ、更なる観光需要の拡大を図ります。 

＜主要施策＞ 

●ターゲットを設定した上天草ブランドの開発 
女性をメインターゲットとした「上天草の女子旅」をコンセプトに「食」「景観」「温泉（健康・美）」等を

テーマとしてオンリーワンとなる上質な観光ブランドを開発し、上天草ブランドを幅広く訴求します。 
【目標指標（成果指標）】  
◇女子旅等ブランドＰＲイベント、キャンペーン実施による集客効果 ＜H35 年度目標値  ２０万人＞ 

●観光の目的地になるスポット整備・イベントの充実 
前島、宮津地区を中心に、観光地として「行きたくなる」魅力あるスポットの整備、イベントを開催し、集客

の拡大を図ります。 
【目標指標（成果指標）】  

◇観光スポット整備、観光イベント開催による集客効果 ＜H35 年度目標値  ３０万人＞ 

●観光動線の利便性の向上による「快適さ」の確保 
観光客の市内観光エリアへのアクセス及び上天草各地への周遊環境を向上させていくために、

必要な観光導線の確保を図り、また、マイカーだけに頼らない交通手段の活用により交通渋滞等の
課題を解消し、観光地としての快適性を確保することで通年型観光を推進します。 

【目標指標（成果指標）】  
◇広域観光ルート開発による集客効果   ＜H35 年度目標値  ４万人＞ 

●観光ガイドや観光イベントを実践する市民・経営者の育成 
交流イベント等の観光事業を実践する担い手となる市民、観光産業を担う経営者を育成します。 
【目標指標（成果指標）】  

◇観光ガイドの参加者（登録）数   ＜H35 年度目標値  300 人＞ 

◇上天草・観光大学（仮称）への年間参加事業者数   ＜H35 年度目標値  １00 人（事業者）＞ 

戦略目標 １ 最重点戦略 

観光地として美しい景勝、豊富な海の幸、山の幸、上天草市の資源などの強みを活かし、未来にわた
って安定的に「働く場」を確保できる産業が発展するまちをつくります。 

観光需要と観光消費を拡大する ～観光ブランド力を発揮する「産業」づくり～ 

未来に向けて輝く「産業」づくり全体の成果指標 

年間市内総生産（GDP）の増加額 ：100 億円（雇用の増加：1,300 人） 
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② 消費を拡大する観光商品・サービスの開発                             
観光ブランド力の強化によって観光需要に応えるため、来訪者の満足度の高い商品・サービ

スの開発、商品販売拠点の充実を図ることで、市内の観光消費を高め観光産業の収益を拡大さ
せていきます。 

 
＜主要施策＞ 

●消費を拡大する観光商品・サービスの開発 

観光客の消費意欲を高める商品・サービスの販売機会を拡充させることで観光入込数を拡大します。 

【目標指標（成果指標）】  
◇物販拠点・物販イベントによる集客効果   ＜H35 年度目標値  ５万人＞ 

●プラスαの滞在型観光商品の開発 
滞在型観光の推進による宿泊需要の拡大をめざし、ヘルスツーリズムやアウトドアスポーツ等の

体験型観光や広域連携による観光プログラムの充実を図ります。 
【目標指標（成果指標）】  
◇イベント・ツアー等の実施による集客効果   ＜H35 年度目標値  ５万人＞ 

●スポーツ合宿や教育・研修旅行など団体旅行の営業拡大 
スポーツ合宿や教育機関、企業等の研修旅行や福利厚生事業等の団体旅行を誘致する滞在型

観光のメニューを開発し営業活動を強化します。 
【目標指標（成果指標）】  
◇スポーツ合宿、教育・研修旅行誘致による集客効果  ＜H35 年度目標値  １０万人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美美美美しかしかしかしか景観景観景観景観・・・・豊富豊富豊富豊富なななな海海海海・・・・山山山山のののの幸幸幸幸・・・・・・・・・・・・    

おどんのまちにはおどんのまちにはおどんのまちにはおどんのまちには    

そーにゃよかもんがそーにゃよかもんがそーにゃよかもんがそーにゃよかもんが    

たいがなあっとばいたいがなあっとばいたいがなあっとばいたいがなあっとばい！！！！    

そそそそるるるるばばばば活活活活かしてかしてかしてかして観光拠点観光拠点観光拠点観光拠点にせなんねにせなんねにせなんねにせなんね！！！！    
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市内の各地域の農林水産業、商工業の活性化を図るため、農林水産物の生産、加工商

品の開発を強化し、市内での観光需要の拡大、市外への流通・販路の拡大と連動させた

「売れる」生産体制・加工（製造）体制を拡大します。 

目標指標 
(成果指標) 

6 次産業化による経済効果   目標値（H35 年度） 50 億円増加（平成 26 年度比） 

 

① 農林水産業の生産基盤の強化                                     

農林水産業の生産基盤を強化するため、販売拠点・販路開拓と一体となった「売れる」産品

づくりに向けた生産体制を構築し、担い手・経営組織の育成・拡大を図ります。 

＜主要施策＞ 

●流通・販売と一体となった「売れる」産品の生産体制拡大 

観光需要の拡大にあわせて市内販売拠点の強化、販売・流通チャネルの開拓と連動させ、安定

した生産から流通・販売のラインを構築することで、農林水産業の生産体制の強化を図ります。 

【目標指標（成果指標）】  

◇1 次産業生産額      ＜H35 年度目標値  ５８億円 ＞ 

●生産者の担い手育成、経営力のある組織体制の強化 

「売れる」産品の生産体制を強化するため、新規就業者の育成、営農組織等による集団経営、併

せて担い手への農地の集約化等を図り、安定した生産・販売の可能な体制を構築します。 

【目標指標（成果指標）】  

◇農業者数   ＜H35 年度目標値  １，７３８ 人＞ 

◇漁業者数   ＜H35 年度目標値  １，３０２ 人＞ 

 

② 市場や観光ニーズを捉えた売れる産品・加工商品の開発と販路拡大                      

市外への流通販売、市内の観光消費の拡大につながる付加価値の高いブランド産品、加工商

品の開発により、農林水産業、商工業の収益性、生産性を高めるため、農林漁業者の 6 次産業

化、商工業者との連携等による商品開発機会を拡大するとともに、開発した商品のＰＲ、販売

促進を図り、販売・流通チャネルを拡大させます。 

＜主要施策＞ 

●農林水産業者の 6 次産業化支援、商工業者との連携支援 

農林水産業者の 1 次産品を活用した商品開発を支援するとともに、食品製造業者等とのマッチン

グ機会の充実を図るなど、生産者と加工業者との連携支援による商品化を広げていきます。 

また、商品開発にあたっては、熊本県水産研究センター、上天草市農林水産物加工品開発研究

センターなどの活用を促進し、幅広い開発支援を行います。 

【目標指標（成果指標）】  

◇加工商品開発に伴う経済効果（売上額）     ＜H35 年度目標値 ４億円＞ 

戦略目標 ２ 最重点戦略 

農林水産物の生産・加工商品開発・販売を拡大する 

～売れるブランド産品・加工商品開発による「産業」づくり～ 
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●ブランド産品・商品の PR 拡大、販売・流通チャネルの拡大 

1 次産品、加工商品のブランド認証により、上天草のオリジナルブランドの開発とＰＲを積極的に

展開します。 

また、販売促進を図るため、市外の大消費地等の流通業者・バイヤー等と地元業者との商談会

の開催、物産展等のＰＲ活動を拡大するほか、海外輸出に向けた販路開拓、海外向けブランド産品

の開発を進めます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇ブランド産品販売促進による経済効果（売上額） ＜H35 年度目標値  ４億６千万円＞ 

●加工商品の製造拠点の充実 

販売拡大にあわせて市内における加工商品の製造規模を拡大させていくため、製造拠点の整

備、食品加工業等の企業誘致を進めます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇製造拠点・企業誘致による経済効果（売上額） ＜H35 年度目標値  １８億円＞ 
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商工業、海運業等、地域の雇用を支えてきた地場産業の新たな可能性の創造に向けた

経営支援を行うとともに、市民の就労を促進するための支援体制の充実を図ります。 

目標指標 
(成果指標) 

●戦略２との合算による経済効果：H25 年実績値より 50 億円増加 

 

＜主要施策＞ 

●地域の産業・企業の活性化に向けた支援 

地域の雇用を支えてきた商工業、林業、海運業等の既存事業者の経営支援、新たな活性化に向

けた事業開拓等の支援を進めます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇製造品出荷額        ＜H35 年度目標値  ８千万円増加＞（平成 26 年度比） 

◇小売業年間販売額     ＜H35 年度目標値  ６千万円増加＞（平成 26 年度比） 

●企業誘致の推進と起業化支援 

市外との人的交流による新たな企業誘致を推進するとともに、市民等の新たな起業家の育成支

援を行います。 

【目標指標（成果指標）】  

◇企業誘致・起業化育成による経済効果（売上額）    ＜H35 年度目標値   ２億円＞  

◇コミュニティビジネスに参加する市民の数   ＜H35 年度目標値   ８０人＞ 

●就労支援体制の充実 

若年層、女性、高齢者を中心に就労を促進するための職業訓練や相談窓口などの取組みを充実

します。 

【目標指標（成果指標）】  

◇市内中高生の地元就職者数  ＜H35 年度目標値    ６０人＞ 

 

地域の産業・企業の再生・育成により雇用を生む   

～地域の産業・企業の多様な可能性を創造する「産業」づくり～ 

戦略目標 ３ 
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（２）未来に向けて輝く「人」づくり 

 

 

 

 

 

 

  

 

次代の担い手である子どもたちが、ふるさとに愛情をもつとともに、個性と創造性を

備えた自立した人間として成長できるよう、学校・家庭・地域社会が共に子どもたちを

育てていくまちをつくります。 

目標指標 
(成果指標) 

●「子育てに不安や負担を感じない」人の割合（市民意識調査） 
（H25）31.5％⇒（H35）50.0％<20.0％増加> 

 

＜主要施策＞ 

●地域の特色を活かした学校教育の充実 

子どもたちの豊かなこころ、確かな学力、健康で安全な生活のできる資質や能力を育成す

ることにより「生きる力」（知・徳・体のバランスのとれた力）を育てるため、地域の特色を

生かした質の高い学校教育を推進するとともに、教育環境の整備・充実を図ります。  

また、上天草高校のポテンシャルを高め、進学率を向上させるため、情報発信の強化、小中高の

連携強化、国公立大学等への進学率の向上、専門学科を活かした知識・技術の習得、スポーツ活

動（部活動）に力点を置いた高校のブランドづくりを進めます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇小学校標準各力検査における学力偏差値    ＜H35 年度目標値 56.7＞ 

◇中学校標準各力検査における学力偏差値    ＜H35 年度目標値 53.4＞                                                 

◇小学校体力テストのＡＢＣ割合平均値       ＜H35 年度目標値 83.4％＞ 

◇中学校体力テストのＡＢＣ割合平均値       ＜H35 年度目標値 86.8％＞ 

◇上天草高等学校のポテンシャル向上に関する指標  ＜H35 年度目標値 50.0％＞ 

（地元中学生の上天草高等学校進学率）        

●地域・家庭・学校が連携し子育ちを応援する教育環境の充実 

地域の子どものふれあい・学習の場づくり、学校教育に参加する住民ボランティアの育成、地域

行事やボランティア活動への子どもの参加促進等により、地域住民が一緒になり子どもの自らの育

ちを支援する教育環境を充実させることで、地域に愛情と誇りをもった子どもを育てていきます。 

 

地域の宝である子どもたちが健やかに育ち、市民一人ひとりが、まちに誇りと愛情をもち、将来に向けて

活力と健康に満ちた毎日を過すことができる「まち」をつくります。 

地域ぐるみで子育て・子育ちしやすいまちをつくる   

～未来を築く元気な「人（子ども）」づくり～ 
 

戦略目標 ４ 

未来に向けて輝く「人」づくり成果指標 

●年少人口数 ： 3,058 人 

（推計値 2,518 人に対する 500 人<20％>増加） 

重点戦略 
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【目標指標（成果指標）】  

◇地域ボランティア参加者数     ＜H35 年度目標値 150 人＞ 

●安心して子どもを産み、育てられる母子保健の推進 

妊娠、出産、育児にわたって、母親と子どもの健康を確保できるよう、健診・相談支援を充実して

いきます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇３歳児健診受診率      ＜H35 年度目標値  98.0％＞ 

●地域サポートによるふれあいある子育て環境づくり 

安心して子育てができるよう、子どもの健全な成長を地域で見守る拠点づくり、ネットワークづくり

を進め、家庭と地域の子育て力の向上に取組みます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇子育てに不安感や負担感を感じない割合 （市民意識調査）    ＜H35 年度目標値 45.0 ％＞ 

 

「「「「子子子子どんはどんはどんはどんは、、、、うちんうちんうちんうちん市市市市のののの宝宝宝宝」」」」    

子子子子どんがどんがどんがどんが毎日楽毎日楽毎日楽毎日楽しゅーしゅーしゅーしゅー過過過過すようなすようなすようなすような    

まちばまちばまちばまちば創創創創らんばっらんばっらんばっらんばっ！！！！！！！！☆☆☆☆    
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すべての市民が生涯にわたって、健康な身体を維持するとともに、主体的に文化、

芸術、スポーツなどの学習活動や社会活動を実践することで、豊かで活力ある心を育

み、心身ともに元気でいきいきした市民が暮らすまちをつくります。 

目標指標 
(成果指標) 

●「心身ともに健康だと思う」市民の割合（市民意識調査）  
（H25）67.2％⇒（H35)80.0％（13.0％増加） 

 

＜主要施策＞ 

●健康に対する市民意識の向上 

市民の健康に対する意識を高め、健診や運動等を通じた健康増進活動への参加を促進すること

で、生活習慣病をはじめととした疾病予防、高齢者の介護予防につなげていきます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇特定健診・がん検診などの住民健診申込率      ＜H35 年度目標値 65.0 ％＞ 

●身近な地域の学びと社会参加の場づくり 

公民館や廃校施設等を活用し、各地域の市民が身近な場所で主体的に学習活動や交流活動が

できる場を充実させていくとともに、若年層等が社会活動に参加できる多彩な交流の場づくりを進め

ます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇公民館等での講座・教室へ年間参加者数     ＜H35 年度目標値   600 人＞ 

●高齢者・障がい者の活躍する場の拡大 

高齢者のもつ知識や技術を活かし、生涯学習や学校教育など様々な社会活動への参加を推進

する仕組みをつくり、高齢者が地域社会の中で生きがいをもって活躍できる機会を広げていきます。 

また、障がい者が自立した生活が送れるよう、就労や社会参加の機会を広げていきます。 

【目標指標（成果指標）】 

◇社会貢献活動に参加する高齢者率（60 歳以上の高齢者のシルバー人材センター会員の割合）  

＜H35 年度目標値 １．８％＞  

◇障がい者自立支援法のサービス利用者数   ＜H35 年度目標値 785 人＞ 

●市民のコミュニティビジネスの育成 

市民や市民団体などの地域人材を活用したコミュニティビジネスの起業を積極的に支援し、各地

域の市民が抱える課題やニーズに対応し、その活動で得た利益を地域社会に還元する仕組みをつ

くります。 

【目標指標（成果指標）】  

◇コミュニティビジネスに参加する市民の数   ＜H35 年度目標値   ８０人＞  

心身ともに健康でいきいきと暮らすまちをつくる   

～生涯いきいき元気な「人（市民）」づくり～ 
 

戦略目標 ５ 
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各地で行われるスポーツ活動の充実、地域の貴重な財産である自然や歴史文化の資

源にふれ学ぶ機会の拡大により、スポーツ、文化を通じた市民の交流を活性化し、連

帯感を醸成するとともに、市民がふるさとの良さを感じ、愛情、誇りを育てるまちを

つくります。 

目標指標 

(成果指標) 

●「（月に複数回以上）運動・スポーツに取り組む」市民の割合（市民意識調査） 
（H25）31.3％⇒（H35）50.0％（19.0％増加） 

 

＜主要施策＞ 

●スポーツ活動を通じた市民交流の拡大 

市民が幅広くスポーツ活動に参加し、健康増進や市民交流を広げていくため、スポーツ施設の充

実、総合型地域スポーツクラブの育成・普及、高齢者や障がい者など、全ての市民がスポーツを楽

しむことができるプログラムづくり等を進めます。 

また、スポーツ合宿の誘致、スポーツイベントの充実により、スポーツのまちとしての魅力を市外

に発信し、市外との交流を拡大します。 

【目標指標（成果指標）】  

◇スポーツイベントに参加する市民の数     ＜H35 年度目標値 5,000 人＞ 

●郷土の自然・文化にふれ学ぶ機会づくり 

市内の文化財や歴史文化の調査研究を進め、地域の歴史・遺産の保存と発信を行うとともに、歴

史文化のもつ魅力を活かした観光交流を推進します。 

市民が市の豊かな自然や文化にふれ、理解を深める学びの機会を充実させることで、市民の郷

土への愛情を育んでいきます。また、市民の文化活動への参加を促進し、市民の多様な文化交流

を広げていきます。 

【目標指標（成果指標）】  

◇「文化に親しむ」市民の割合（市民意識調査）  ＜H35 年度目標値  20.0 ％＞ 

●交流を通じた市民相互の連帯感の醸成 

様々な機会を通じた市民の交流・連携の機会を充実させていくとともに、男女が対等に社会のあ

らゆる分野の活動に参加し活躍する男女共同参画社会をつくります。 

また、郷友会などの地域出身者との域外交流や国際交流など人材交流を図ります。 

【目標指標（成果指標）】   

◇男女共同参画が進んでいると思う市民の割合（市民意識調査） ＜H35 年度目標値  50.0 ％＞  

◇人権が守られていると思う市民の割合（市民意識調査）      ＜H35 年度目標値  60.0 ％＞ 

◇市外との交流人口の拡大                        ＜H35 年度目標値  1,000 人＞ 

 

多様な交流によりふるさとへの愛情と誇りを育てる   

～スポーツ・文化を通じた郷土を愛する「人」づくり～ 

戦略目標 ６ 
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（３） 未来に向けて輝く「地域」づくり 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

更なる高齢化が進むこれからのまちの中で、市民が安全・安心で快適な暮らしをお

くれるよう、道路交通、福祉医療、防災等の生活基盤の整備を図るとともに、安全・

安心な社会をつくる地域の支え合いのネットワークを構築していきます。 

目標指標 

(成果指標) 

●住み慣れた地域で安心して生活できている高齢者の割合（市民意識調査）  
（H25）60.2％⇒80.0％（20.0％増加） 

 

＜主要施策＞ 

●利便性の高い道路交通ネットワークの充実 

市民の日常生活を支える公共交通手段を維持・確保するとともに、幹線道路を中心とした道路環

境の整備・充実を計画的に進め、暮らしの利便性の高い基盤づくりを進めます。 

【目標指標（成果指標）】   

◇公共交通機関の年間利用者数      ＜H35 年度目標値   256,000 人＞ 

●医療体制の充実 

上天草総合病院を核に、広域連携を含めた安心できる日常医療・救急医療体制を充実します。 

【目標指標（成果指標）】   

◇「住みよいまちづくりにしていくために取り組むべき施策」の「医療の充実」の「最優先に取り組むべき」 

の割合（市民意識調査）   ＜H35 年度目標値 20.0％＞ 

●安心を生む福祉環境の充実 

高齢者や障がい者が安心して暮らせる福祉環境を維持していくため、十分な在宅福祉サービス・

相談等の提供できる施設及び人材を充実させていきます。 

【目標指標（成果指標）】   

◇要介護認定者率     ＜H35 年度目標値 21.0％＞ 

「住みたい」「住み続けたい」と思う、安心・快適な暮らしのできる社会、豊かで美しい自然を市民一人ひ

とりが誇りを持って守る、環境にやさしいまちをつくります。 

高齢社会に備えた安心、便利な生活基盤をつくる  

～安心・快適に暮らせる「地域」づくり～ 

戦略目標 ７ 

未来に向けて輝く「地域」づくり成果指標 

●住みやすいと思う市民の割合（Ｈ25）57.3％⇒78.0％（社会減 20.0％（800 人）抑制） 

●定住効果による 600 人増加 
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●地域の支え合いのネットワークづくり 

各行政区等で小地域ネットワークを構築し、高齢者の見守りや災害時の要援護者支援等、福祉

から防災まで地域の安全な暮らしを支える環境をつくります。 

また、高齢社会が進む中、増加する交通弱者に対する日常物資の宅配サービスを展開するな

ど、市民の暮らしを支える視点からの地場産業の育成を図ります。 

【目標指標（成果指標）】   

◇小地域ネットワークの設置率      ＜H35 年度目標値 90.0％＞ 

●災害に強い地域づくり、市民の防犯・防災意識の向上 

増加する大規模災害に備え、河川改修や災害危険箇所の改善等による災害に強い基盤整備を

進めるとともに、市民の防災意識を高め、消防体制を含めた地域の防災対策を充実させていきま

す。また、増加する消費者トラブル等に対する予防対策、交通安全対策を、市民への啓発・広報活

動を通じ推進します。 

【目標指標（成果指標）】   

◇火災発生件数 ＜H35 年度目標値   ４件＞ 

◇刑法犯認知件数 ＜H35 年度目標値   １件＞ 

◇交通事故発生件数 ＜H35 年度目標値   ６０件＞ 
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まちの持続的発展に不可欠な定住人口を維持・拡大させていくため、「上天草市に住

みたい」人を増やし、新たな移住へと結び付けていきます。特に自然に恵まれ、心の

豊かさを享受したい都市住民、地元出身の U ターン者の定住を促進するため、受入環

境の充実を図ります。 

目標指標 
(成果指標) 

●市外からの新たな転入者数 240 世帯（600 人） 

 

＜主要施策＞ 

●ニーズを捉えた居住環境の整備 

既存の市営住宅の維持・管理を図るとともに、産業の活性化による生産年齢者の移住の促進、リ

タイヤ世代のセカンドライフや二地域居住等の自然志向・健康志向の都市住民のニーズを捉えた居

住環境を民間事業者と連携し整備します。 

【目標指標（成果指標）】   

◇定住希望者向け住宅への入居者数 ＜H35 年度目標値  250 世帯＞ 

 

●新たな定住者に対する支援策の充実 

上天草市への定住に関心をもつ新たな定住者を積極的に誘致するための支援策として、住宅等

の物件情報の提供、空き家等を活用した体験居住の推進等を実施します。また、移住者で構成され

る「上天草市セカンドライフネットワーク」の活動を充実させ、また「移住相談アドバイザー」の取組み

による移住後のフォローアップを充実させます。 

【目標指標（成果指標）】   

◇体験居住への参加者数     ＜H35 年度目標値  30 人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然志向・健康志向の都市住民の移住・定住を促進する 

～新たな定住を促進する「地域」づくり～ 

戦略目標 ８ 

 

おどんのおどんのおどんのおどんの市市市市のよかとこのよかとこのよかとこのよかところろろろばばばば    

知知知知ってもろーたらってもろーたらってもろーたらってもろーたら    

移住者移住者移住者移住者もももも増増増増えるえるえるえるよねよねよねよね！！！！    
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上天草市の貴重な美しい海、山などの自然を守り、次世代へ継承していくため、市

民自らが誇りを持って自然環境を守り、魅力ある美しい景観をつくる意識によって、

日常生活の中から環境保全に取組むまちづくりを進めます。 

目標指標 
(成果指標) 

●「水のきれいさ（海・川・海岸）」の満足度（環境基本計画市民アンケート調査）  
 （H25）34.3％⇒48.0％（14.0％増加） 

 

 

＜主要施策＞ 

●自然を守り伝える環境づくり、景観保全の強化 

市民が自然とふれあいながら、環境保全に対する意識を高め、活動を広げるまちづくりを進める

とともに、観光の魅力でもある美しい景観の保全に対する取組みを強化します。 

【目標指標（成果指標）】   

◇環境保全イベントへの年間参加者数 ＜H35 年度目標値 11,000 人＞ 

●日常生活から見直す環境にやさしいまちづくり 

市民一人ひとりが日常生活の中で水質浄化、ごみ減量化等を徹底することで、自然環境を保全・

改善し、環境にやさしいまちづくりを進めます。 

【目標指標（成果指標）】   

◇公共用水域〈海域〉の水質（COD※環境基準）の達成率   ＜H35 年度目標値  100.0％＞ 

●地球的視野にたった資源・環境対策の推進 

自然エネルギーの利用推進などを通じた地球温暖化対策を実施し、地球規模での資源・環境対

策への取組みに貢献します。 

【目標指標（成果指標）】   

◇市の事務事業に伴う CO2 排出量    ＜H35 年度目標値 3,825,681kg-CO2＞ 

 

 

 

自然環境を守り、美しい景観をつくる 

～美しい海と緑のある「地域」づくり～ 

戦略目標 ９ 
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将

来
像

 
：
 
人

と
海

の
ふ

れ
あ

う
ま

ち
 
～

地
域

資
源

を
活

か
し

た
、
新

し
い

上
質

な
価

値
の

創
造

～
 

安
心

 
ふ

れ
あ

い
・
支

え
あ

う
ま

ち
 

活
力

 
産

業
が

活
性

化
し

成
長

す
る

ま
ち

 

３
つ

の
ま

ち
づ

く
り

方
針

 

未
来

に
向

け
て

輝
く
 

「
産

業
」
づ

く
り

 
地

域
資

源
を

活
か

し
た

産
業

の
創

出
・
振

興
と

雇
用

増
加

に
よ

る
定

住
の

基
盤

づ
く
り
 

未
来

に
向

け
て

輝
く
 

「
人

」
づ

く
り

 
未

来
を

築
く
子

ど
も

の
育

成
と

愛
郷

心
を

も
っ

て
活

き
活

き
と

暮
ら

す
 

市
民

生
活

の
実

現
 

誇
り

 
ふ

る
さ

と
の

豊
か

さ
を

 
守

り
、

愛
す

る
ま

ち
 

未
来

に
向

け
て

輝
く
 

「
地

域
」
づ

く
り

 
安

心
・快

適
な

暮
ら

し
の

構
築

と
 

市
民

が
誇

れ
る

美
し

い
ま

ち
づ

く
り

 

 １
．
観

光
需

要
と

観
光

消
費

を
拡

大
す

る
 

～
観

光
ブ

ラ
ン

ド
力

を
発

揮
す

る
「産

業
」づ

く
り
～

 
 

最
重

点
戦

略
 

ま
ち

づ
く
り

の
戦

略
目

標
 

 ２
．
農

林
水

産
物

の
生

産
・加

工
商

品
開

発
・販

売
を

拡
大

す
る

 
～

売
れ

る
ブ

ラ
ン

ド
産

品
・加

工
商

品
開

発
に

よ
る

「産
業

」づ
く
り
～

 
 

最
重

点
戦

略
 

３
．
地

域
の

産
業

・
企

業
の

再
生

・
育

成
に

よ
り

雇
用

を
生

む
 

～
地

域
の

産
業

・企
業

の
多

様
な

可
能

性
を

創
造

す
る

「産
業

」づ
く
り

～
 

 ４
．
地

域
ぐ

る
み

で
子

育
て

・子
育

ち
し

や
す

い
ま

ち
を

つ
く
る

 
～

未
来

を
築

く
元

気
な

「
人

（
子

ど
も

）
」
づ

く
り
～

 
 ５
．
心

身
と

も
に

健
康

で
い

き
い

き
と

暮
ら

す
ま

ち
を

つ
く
る

 
～

生
涯

い
き

い
き

元
気

な
「
人

（
市

民
）
」
づ

く
り
～

 
 ６
．
多

様
な

交
流

に
よ

り
ふ

る
さ

と
へ

の
愛

情
と

誇
り
を

育
て

る
 

～
文

化
・ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
郷

土
を

愛
す

る
「人

」づ
く
り
～

 
 ７
．
高

齢
社

会
に

備
え

た
安

心
、

便
利

な
生

活
基

盤
を

つ
く
る

 
～

安
心

・
快

適
に

暮
ら

せ
る

「
地

域
」
づ

く
り
～

 
 ８
．
自

然
志

向
・
健

康
志

向
の

都
市

住
民

の
定

住
を

促
進

す
る

 
～

新
た

な
定

住
を

促
進

す
る

「
地

域
」
づ

く
り
～

 

９
．
自

然
環

境
を

守
り

、
美

し
い

景
観

を
つ

く
る

～
美

し
い

海
と

緑
の

あ
る

「地
域

」づ
く
り
～

 
 

重
点

戦
略

 

戦
略

目
標

を
実

現
す

る
4
4

の
基

本
施

策
 

１
．
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

設
定

し
た

上
天

草
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

 
 ４
．
観

光
ガ

イ
ド
や

観
光

イ
ベ

ン
ト
を

実
践

す
る

市
民

・
経

営
者

の
育

成
 

 ２
．
観

光
の

目
的

地
に

な
る

ス
ポ

ッ
ト
整

備
・
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

 
 

５
．
消

費
を

拡
大

す
る

観
光

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

 
 ６

．
プ

ラ
ス

α
の

滞
在

型
観

光
商

品
の

開
発

 
 ７

．
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
や

教
育

・
研

修
旅

行
な

ど
団

体
旅

行
の

営
業

拡
大

 
 

 

1
3
．

地
域

の
産

業
・
企

業
の

活
性

化
に

向
け

た
支

援
 

 ８
．
流

通
・
販

売
と

一
体

と
な

っ
た

「
売

れ
る

」
産

品
の

生
産

体
制

拡
大

 
 ９

．
生

産
者

の
担

い
手

育
成

、
経

営
力

の
あ

る
組

織
体

制
の

強
化

 
 

1
1
．
ブ

ラ
ン

ド
産

品
・
商

品
の

P
R

拡
大

、
販

売
・
流

通
チ

ャ
ネ

ル
の

拡
大

 
 

３
．
観

光
動

線
の

利
便

性
の

向
上

に
よ

る
「
快

適
さ

」
の

確
保

 
 

1
2
．

加
工

商
品

の
製

造
拠

点
の

充
実

 
 

1
0
．

農
林

水
産

業
者

の
6

次
産

業
化

支
援

、
商

工
業

者
と

の
連

携
支

援
 

 1
4
．

企
業

誘
致

の
推

進
と

起
業

化
支

援
 

 

1
5
．

就
労

支
援

体
制

の
充

実
 

 

 
1
6
．

地
域

の
特

色
を

活
か

し
た

学
校

教
育

の
充

実
 

1
7
．

地
域

・家
庭

・学
校

が
連

携
し

子
育

ち
を

応
援

す
る

教
育

環
境

の
充

実
 

1
8
．

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
ら

れ
る

母
子

保
健

づ
く
り

の
充

実
 

1
9
．

地
域

サ
ポ

ー
ト
に

よ
る

ふ
れ

あ
い

あ
る

子
育

て
環

境
づ

く
り

 

 
2
0
．

健
康

に
対

す
る

市
民

意
識

の
向

上
 

2
2
．

高
齢

者
・障

が
い

者
の

活
躍

す
る

場
の

拡
大

 

2
1
．

身
近

な
地

域
の

学
び

と
社

会
参

加
の

場
づ

く
り

 
2
3
．

市
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

育
成

 
 

 
2
4
．

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
通

じ
た

市
民

交
流

の
拡

大
 

2
5
．

郷
土

の
自

然
・
文

化
に

ふ
れ

学
ぶ

機
会

づ
く

り
 

2
6
．

交
流

を
通

じ
た

市
民

相
互

の
連

帯
感

の
醸

成
 

 
2
7
．

利
便

性
の

高
い

道
路

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
 

3
1
．

災
害

に
強

い
地

域
づ

く
り

、
市

民
の

防
犯

・
防

災
意

識
の

向
上

 
2
8
．

医
療

環
境

の
充

実
 

3
0
．

地
域

の
支

え
合

い
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

 

 
3
2
．

ニ
ー

ズ
を

捉
え

た
居

住
環

境
の

整
備

 
3
3
．

新
た

な
定

住
者

に
対

す
る

支
援

策
の

充
実

 

 
3
4
．

自
然

を
守

り
伝

え
る

環
境

づ
く
り

、
景

観
保

全
の

強
化

 

3
5
．

日
常

生
活

か
ら

見
直

す
環

境
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
 

3
6
．

地
球

的
視

野
に

た
っ

た
資

源
・
環

境
対

策
の

推
進

 

ま
ち

づ
く
り

の
基

本
目

標
 
：
 
子

ど
も

、
若

者
、
お

年
寄

り
が

住
み

良
い

「活
力

」「
誇

り
」「

安
心

」に
満

ち
た

ま
ち

の
実

現
 

 
計

画
の

推
進

 
 

１
．
市

民
と

行
政

の
協

働
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
 

 
3
7
．

ま
ち

づ
く

り
を

共
有

で
き

る
情

報
発

信
・
市

民
参

加
機

会
の

拡
大

 

3
8
．

各
地

域
を

支
え

る
行

政
区

を
核

と
し

た
住

民
自

治
の

促
進

 

3
9
．

自
主

的
な

住
民

活
動

へ
の

支
援

／
多

彩
な

市
民

交
流

の
拡

大
 

 
4
1
．

社
会

動
向

・
市

民
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

組
織

体
制

・
人

材
育

成
 

２
．
ス

リ
ム

で
効

率
的

な
行

政
運

営
の

実
現

 

4
2
．

効
率

的
で

健
全

な
行

財
政

運
営

の
推

進
 

4
3
．

広
域

行
政

の
推

進
に

よ
る

事
務

の
効

率
化

 

３
．
総

合
計

画
の

評
価

管
理

の
徹

底
 

 
4
4
．

計
画

の
定

期
的

な
管

理
体

制
の

強
化

 

2
9
．

安
心

を
生

む
福

祉
環

境
の

充
実

 

4
0
．

幅
広

い
人

材
の

交
流

・
連

携
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
 



3
7
 

  
第

2
次

上
天

草
市

総
合

計
画

前
期

基
本

計
画

 
【
基

本
計

画
体

系
表

Ⅱ
：分

野
別

（
基

本
戦

略
）体

系
表

】 

                                        

     

  
将

来
像

 
：
 
人

と
海

の
ふ

れ
あ

う
ま

ち
 
～

地
域

資
源

を
活

か
し

た
、
新

し
い

上
質

な
価

値
の

創
造

～
 

安
心

 
ふ

れ
あ

い
・
支

え
あ

う
ま

ち
 

活
力

 
産

業
が

活
性

化
し

成
長

す
る

ま
ち

 

３
つ

の
ま

ち
づ

く
り

方
針

 

未
来

に
向

け
て

輝
く
 

「
産

業
」
づ

く
り

 
地

域
資

源
を

活
か

し
た

産
業

の
創

出
・
振

興
と

雇
用

増
加

に
よ

る
定

住
の

基
盤

づ
く
り
 

未
来

に
向

け
て

輝
く
 

「
人

」
づ

く
り

 
未

来
を

築
く
子

ど
も

の
育

成
と

愛
郷

心
を

も
っ

て
活

き
活

き
と

暮
ら

す
 

市
民

生
活

の
実

現
 

誇
り

 
ふ

る
さ

と
の

豊
か

さ
を

 
守

り
、

愛
す

る
ま

ち
 

未
来

に
向

け
て

輝
く
 

「
地

域
」
づ

く
り

 
安

心
・快

適
な

暮
ら

し
の

構
築

と
 

市
民

が
誇

れ
る

美
し

い
ま

ち
づ

く
り

 

 １
．
観

光
需

要
と

観
光

消
費

を
拡

大
す

る
 

～
観

光
ブ

ラ
ン

ド
力

を
発

揮
す

る
「産

業
」づ

く
り
～

 
 

最
重

点
戦

略
 

ま
ち

づ
く
り

の
戦

略
目

標
 

 ２
．
農

林
水

産
物

の
生

産
・加

工
商

品
開

発
・販

売
を

拡
大

す
る

 
～

売
れ

る
ブ

ラ
ン

ド
産

品
・加

工
商

品
開

発
に

よ
る

「産
業

」づ
く
り
～

 
 

最
重

点
戦

略
 

３
．
地

域
の

産
業

・
企

業
の

再
生

・
育

成
に

よ
り

雇
用

を
生

む
 

～
地

域
の

産
業

・企
業

の
多

様
な

可
能

性
を

創
造

す
る

「産
業

」づ
く
り
 

 ４
．
地

域
ぐ

る
み

で
子

育
て

・子
育

ち
し

や
す

い
ま

ち
を

つ
く
る

 
～

未
来

を
築

く
元

気
な

「
人

（
子

ど
も

）
」
づ

く
り
～

 
 ５
．
心

身
と

も
に

健
康

で
い

き
い

き
と

暮
ら

す
ま

ち
を

つ
く
る

 
～

生
涯

い
き

い
き

元
気

な
「
人

（
市

民
）
」
づ

く
り
～

 
 ６

．
多

様
な

交
流

に
よ

り
ふ

る
さ

と
へ

の
愛

情
と

誇
り
を

育
て

る
 

～
文

化
・ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
郷

土
を

愛
す

る
「人

」づ
く
り
～

 
 ７
．
高

齢
社

会
に

備
え

た
安

心
、

便
利

な
生

活
基

盤
を

つ
く
る

 
～

安
心

・
快

適
に

暮
ら

せ
る

「
地

域
」
づ

く
り
～

 
 ８
．
自

然
志

向
・
健

康
志

向
の

都
市

住
民

の
定

住
を

促
進

す
る

 
～

新
た

な
定

住
を

促
進

す
る

「
地

域
」
づ

く
り
～

 

９
．
自

然
環

境
を

守
り

、
美

し
い

景
観

を
つ

く
る

～
美

し
い

海
と

緑
の

あ
る

「地
域

」づ
く
り
～

 
 

重
点

戦
略

 

戦
略

目
標

を
実

現
す

る
4
4

の
基

本
施

策
 

１
．
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

設
定

し
た

上
天

草
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

 
 ４
．
観

光
ガ

イ
ド
や

観
光

イ
ベ

ン
ト
を

実
践

す
る

市
民

・
経

営
者

の
育

成
 

 ２
．
観

光
の

目
的

地
に

な
る

ス
ポ

ッ
ト
整

備
・
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

 
 

５
．
消

費
を

拡
大

す
る

観
光

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

 
 ６

．
プ

ラ
ス

α
の

滞
在

型
観

光
商

品
の

開
発

 
 ７

．
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
や

教
育

・
研

修
旅

行
な

ど
団

体
旅

行
の

営
業

拡
大

 
 

 1
3
．

地
域

の
産

業
・
企

業
の

活
性

化
に

向
け

た
支

援
 

 ８
．
流

通
・
販

売
と

一
体

と
な

っ
た

「
売

れ
る

」
産

品
の

生
産

体
制

拡
大

 
 ９

．
生

産
者

の
担

い
手

育
成

、
経

営
力

の
あ

る
組

織
体

制
の

強
化

 
 

1
1
．
ブ

ラ
ン

ド
産

品
・
商

品
の

P
R

拡
大

、
販

売
・
流

通
チ

ャ
ネ

ル
の

拡
大

 
 

３
．
観

光
動

線
の

利
便

性
の

向
上

に
よ

る
「
快

適
さ

」
の

確
保

 
 

1
2
．

加
工

商
品

の
製

造
拠

点
の

充
実

 
 

1
0
．

農
林

水
産

業
者

の
6

次
産

業
化

支
援

、
商

工
業

者
と

の
連

携
支

援
 

 1
4
．

企
業

誘
致

の
推

進
と

起
業

化
支

援
 

 

1
5
．

就
労

支
援

体
制

の
充

実
 

 

 1
6
．

地
域

の
特

色
を

活
か

し
た

学
校

教
育

の
充

実
 

1
7
．

地
域

・家
庭

・学
校

が
連

携
し

子
育

て
を

応
援

す
る

教
育

環
境

の
充

実
 

1
8
．

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
ら

れ
る

母
子

保
健

づ
く
り

の
充

実
 

1
9
．

地
域

サ
ポ

ー
ト
に

よ
る

ふ
れ

あ
い

あ
る

子
育

て
環

境
づ

く
り

 

2
0
．

健
康

に
対

す
る

市
民

意
識

の
向

上
 

2
2
．

高
齢

者
・障

が
い

者
の

活
躍

す
る

場
の

拡
大

 

2
1
．

身
近

な
地

域
の

学
び

と
社

会
参

加
の

場
づ

く
り

 

2
3
．

市
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

育
成

 
 

2
4
．

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
通

じ
た

市
民

交
流

の
拡

大
 

2
5
．

郷
土

の
自

然
・
文

化
に

ふ
れ

学
ぶ

機
会

づ
く

り
 

2
6
．

交
流

を
通

じ
た

市
民

相
互

の
連

帯
感

の
醸

成
 

2
7
．

利
便

性
の

高
い

道
路

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
 

3
1
．

災
害

に
強

い
地

域
づ

く
り

、
市

民
の

防
犯

・
防

災
意

識
の

向
上

 

2
9
．

安
心

を
生

む
福

祉
環

境
の

充
実

 

3
0
．

地
域

の
支

え
合

い
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

 

3
2
．

ニ
ー

ズ
を

捉
え

た
居

住
環

境
の

整
備

 

3
3
．

新
た

な
定

住
者

に
対

す
る

支
援

策
の

充
実

 

3
4
．

自
然

を
守

り
伝

え
る

環
境

づ
く
り

、
景

観
保

全
の

強
化

 

3
5
．

日
常

生
活

か
ら

見
直

す
環

境
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
 

3
6
．

地
球

的
視

野
に

た
っ

た
資

源
・
環

境
対

策
の

推
進

 

ま
ち

づ
く
り

の
基

本
目

標
 
：
 
子

ど
も

、
若

者
、
お

年
寄

り
が

住
み

良
い

「活
力

」「
誇

り
」「

安
心

」に
満

ち
た

ま
ち

の
実

現
 

 
計

画
の

推
進

 
 

１
．
市

民
と

行
政

の
協

働
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
 

  
２

．
ス

リ
ム

で
効

率
的

な
行

政
運

営
の

実
現

 

３
．
総

合
計

画
の

評
価

管
理

の
徹

底
 

 

最 重 点 戦 略

 

戦 略 １

 

戦 略 ２

 

戦 略 ３

 

基 本 戦 略

 

産 業

 

教 育

 

保 健 福 祉

 

生 活 環 境 ・ 環 境 保 全
 

2
8
．

医
療

環
境

の
充

実
 

3
7
．

ま
ち

づ
く

り
を

共
有

で
き

る
情

報
発

信
・
市

民
参

加
機

会
の

拡
大

 

3
8
．

各
地

域
を

支
え

る
行

政
区

を
核

と
し

た
住

民
自

治
の

促
進

 

3
9
．

自
主

的
な

住
民

活
動

へ
の

支
援

／
多

彩
な

市
民

交
流

の
拡

大
 

4
1
．

社
会

動
向

・
市

民
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

組
織

体
制

・
人

材
育

成
 

4
2
．

効
率

的
で

健
全

な
行

財
政

運
営

の
推

進
 

4
3
．

広
域

行
政

の
推

進
に

よ
る

事
務

の
効

率
化

 

4
4
．

計
画

の
定

期
的

な
管

理
体

制
の

強
化

 

4
0
．

幅
広

い
人

材
の

交
流

・
連

携
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
 

重 点 戦 略

 



3
8
 

 

第
１
部

 
最

重
点

戦
略

・
重

点
戦

略
 

 

１
．

 
観

光
需

要
と

観
光

消
費

を
拡

大
す

る
 
 

【最
重

点
戦

略
】 

～
観

光
ブ

ラ
ン

ド
力

を
発

揮
す

る
「産

業
」
づ

く
り

～
 

 

 （
１
） 

訪
れ

た
く

な
る

 
「上

天
草

ブ
ラ

ン
ド
」
の

魅
力

の
強

化
と

発
信

 
 【ま

ち
づ

く
り

の
戦

略
目

標
に

お
け

る
位

置
づ

け
】
 

        戦
略

目
標

の
達

成
に

向
け

て
求

め
ら

れ
る

課
題

 

 課
題

１
 

戦
略

的
な

観
光

イ
メ

ー
ジ

の
訴

求
、

観
光

Ｐ
Ｒ

の
強

化
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
 

更
な

る
観

光
需

要
を

喚
起

す
る

た
め

に
は

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

意
識

し
た

直
接

的
な

誘
客

効
果

の
あ

る
観

光
イ

メ
ー

ジ
の

醸
成

と
観

光
情

報
の

効
果

的
な

Ｐ
Ｒ

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

 

 

課
題

２
 

観
光

客
の

訪
れ

る
目

的
と

な
る

観
光

ス
ポ

ッ
ト

・イ
ベ

ン
ト

の
充

実
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
 

上
天

草
市

へ
の

来
訪

目
的

と
な

る
ス

ポ
ッ

ト
や

イ
ベ

ン
ト
を

充
実

す
る

こ
と

で
、

直
接

的
な

集
客

効
果

の
向

上
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
 

 

課
題

３
 

市
内

の
観

光
移

動
の

利
便

性
の

向
上

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

 

課
題

と
な

っ
て

い
る

渋
滞

対
策

を
解

消
し

、
来

訪
者

が
快

適
に

市
内

を
周

遊
で

き
る

よ
う

、
公

共
交

通
を

十
分

に
活

用
し

た
観

光
動

線
の

利
便

性

の
向

上
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
 

 

課
題

４
 

一
流

の
観

光
地

と
し

て
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

 

一
流

の
観

光
地

と
し

て
の

お
も

て
な

し
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

市
民

や
観

光
産

業
の

経
営

者
の

人
材

育
成

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

 

  施
策

の
展

開
 

 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

設
定

し
た

上
天

草
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

 

     

□
 

ア
ク

シ
ョ
ン

１
．

「女
子

旅
」を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

の
魅

力
づ

く
り

 
【観

光
お

も
て

な
し

課
】
 

 女
性

を
メ

イ
ン

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
性

の
高

い
旅

行
サ

ー
ビ

ス
、

ス
ポ

ッ
ト

づ
く

り
を

戦
略

的
に

展
開

し
、

上
天

草

の
新

た
な

観
光

の
魅

力
発

信
と

女
性

層
の

誘
客

効
果

を
高

め
ま

す
。

 
 ◆

目
標

指
標

【活
動

指
標

】 
 

H
25

（現
状

値
） 

H
2
6
 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
（目

標
値

） 
女

性
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

観
光

商
品

・サ
ー

ビ
ス

の
開

発
件

数
（件

） 
0

件
 

2
件

 
4

件
 

6
件

 
8

件
 

年
間

1
0

件
 

「
上

天
草

の
女

子
旅

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

Ｐ
Ｒ

活
動

件
数

 
0

件
 

5
件

 
5

件
 

8
件

 
8

件
 

年
間

1
0

件
 

 

≪
主

な
活

動
項

目
≫

 

●
 

女
性

に
よ

る
女

子
旅

推
進

委
員

会
の

設
立

 
 

 
●

 
女

性
向

け
集

客
型

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・開

催
 

 
●

 
「
上

天
草

の
女

子
旅

」観
光

イ
メ

ー
ジ

Ｐ
Ｒ

 
●

 
女

性
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

料
理

・
特

産
品

開
発

 
 

●
 

女
性

向
け

の
お

も
て

な
し

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
開

発
 

 

 ◆
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
指

針
 

ひ
と

り
で

で
き

る
こ

と
（市

民
）
 

・
女

性
の

目
線

か
ら

み
た

観
光

サ
ー

ビ
ス

・商
品

づ
く
り

に
参

加
す

る
。

 

み
ん

な
で

で
き

る
こ

と
 

（
観

光
関

係
団

体
等

）
 

・
女

性
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

の
観

光
商

品
開

発
に

取
り

組
む

。
 

・
女

性
の

観
光

フ
ァ

ン
層

の
取

り
込

み
策

を
展

開
す

る
。

 

行
政

が
す

べ
き

こ
と

 
・
観

光
協

会
等

と
連

携
し

、
「
上

天
草

の
女

子
旅

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

開
発

、
観

光
 

イ
メ

ー
ジ

発
信

に
取

り
組

む
。

 

 □
 

ア
ク

シ
ョ
ン

２
．

美
と

癒
し

と
食

を
楽

し
む

上
質

な
観

光
地

と
し

て
の

Ｐ
Ｒ

の
強

化
 

【
観

光
お

も
て

な
し

課
】
 

 上
天

草
の

特
色

を
活

か
し

、
美

と
癒

し
と

食
を

楽
し

む
上

質
な

観
光

地
と

し
て

の
魅

力
を

様
々

な
Ｐ

Ｒ
展

開
に

よ
り

幅
広

く
情

報

発
信

し
、

集
客

効
果

を
高

め
て

い
き

ま
す

。
 

 
◆

目
標

指
標

【活
動

指
標

】 
 

H
25

（現
状

値
） 

H
2
6
 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
（目

標
値

） 
観

光
Ｐ

Ｒ
活

動
件

数
 

（
広

告
・
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
件

数
）
 

1
7

件
 

2
0

件
 

2
2

件
 

2
6

件
 

2
8

件
 

3
0
 
件

 

 

≪
主

な
活

動
項

目
≫

 

●
 

観
光

ブ
ラ

ン
ド

Ｐ
Ｒ

活
動

 
 

●
 

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

等
の

多
面

的
な

Ｐ
Ｒ

の
展

開
 

 
●

 
上

天
草

フ
ァ

ン
づ

く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
 

 ◆
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
指

針
 

ひ
と

り
で

で
き

る
こ

と
（市

民
）
 

・
一

人
ひ

と
り

が
観

光
案

内
人

と
な

り
、

Ｐ
Ｒ

す
る

。
 

み
ん

な
で

で
き

る
こ

と
 

（
観

光
関

係
団

体
等

）
 

・
美

と
癒

し
と

食
を

楽
し

む
上

質
感

の
あ

る
観

光
商

材
づ

く
り

、
ス

ポ
ッ

ト
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

行
政

が
す

べ
き

こ
と

 
・
観

光
協

会
等

と
連

携
し

観
光

商
材

の
開

発
、

観
光

イ
メ

ー
ジ

発
信

に
取

り
組

む
。

 
   

未
来

に
向

け
て

輝
く
「産

業
」づ

く
り
 

訪
れ

た
く
な

る
 

「
上

天
草

ブ
ラ

ン
ド

」
の

魅
力

の
強

化

と
発

信
 

施
策

1
 

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

設
定

し
た

上
天

草
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

 

施
策

4
 

 
観

光
ガ

イ
ド
や

観
光

イ
ベ

ン
ト
を

実
践

す
る

市
民

・経
営

者
の

育
成

 

施
策

2
 

 
観

光
の

目
的

地
に

な
る

ス
ポ

ッ
ト
整

備
・イ

ベ
ン

ト
の

充
実

 

施
策

3
 

 
観

光
動

線
の

利
便

性
の

向
上

に
よ

る
「快

適
さ

」の
確

保
 

【
目

標
指

標
（
成

果
指

標
）】

 
 

●
女

子
旅

等
ブ

ラ
ン

ド
Ｐ

Ｒ
イ

ベ
ン

ト
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

実
施

に
よ

る
集

客
効

果
 
＜

H
3
5

年
度

目
標

値
 

 
２

０
万

人
＞

 

戦
略

目
標

 
１
 
観

光
需

要
と

観
光

消
費

を
拡

大
す

る
 

施
策

１
 

課
題

１
 

■
 基

本
計

画
の

み
か

た
 

基
本

計
画

を
構

成
す

る
各

項
目

と
記

載
さ

れ
て

い
る

内
容

に
つ

い
て

の
解

説
を

以
下

に
示

し
て

い
ま

す
。

 

                                   

ま
ち

づ
く

り
の

戦
略

目
標

に
お

け
る

位
置

づ
け

 

基
本

構
想

で
示

す
ま

ち
づ

く
り

の
戦

略
目

標
と

該
当

ペ
ー

ジ
の

戦
略

及
び

施
策

と
の

関
連

に
つ

い
て

示
し

て
い

ま
す

。
 

戦
略

目
標

の
達

成
に

向
け

て
求

め
ら

れ
る

課
題

 

該
当

ペ
ー

ジ
の

各
施

策
に

関
連

し
た

戦
略

目
標

達
成

に
向

け
た

課
題

を
記

述
し

て
い

ま
す
。
 

主
要

施
策

と
目

標
指

標
（
成

果
指

標
）
 

戦
略

目
標

達
成
に
向

け
た
主
要

施
策
を

示
す

と
と

も
に

、
施
策
の

達
成

目
標

を
成

果
指

標
（

施
策
の
活

動
結

果
に
よ

っ
て
得

ら
れ

た
成

果
）
と
し
て

示
し
て

い
ま

す
。
 

ア
ク

シ
ョ
ン

と
目

標
指

標
（
活

動
指

標
）
 

施
策

を
実

現
し

て
い

く
た

め
の

具
体

的
な

取
組

を
ア

ク
シ

ョ
ン

と

し
て

示
す

と
と

も
に
、
ア
ク
シ

ョ
ン
の

達
成

目
標

を
活

動
指

標
（

ア

ク
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
上

で
の

活
動
量
）
と

し
て

示
し

て
い

ま
す
。
 

協
働

の
ま

ち
づ

く
り

指
針

 

ア
ク

シ
ョ

ン
を

実
践

し
て

い
く

上
で

、
市

民
や

企
業

・
団

体
、

行
政

が

取
り

組
む

べ
き

行
動

目
標

を
示

し
て
い

ま
す

。
 



39 

 

第１章 最重点戦略・重点戦略 
 

１． 観光需要と観光消費を拡大する  【最重点戦略】 ～観光ブランド力を発揮する「産業」づくり～  

 

（１） 訪れたくなる 「上天草ブランド」の魅力の強化と発信 
 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 戦略的な観光イメージの訴求、観光ＰＲの強化が求められます。 

更なる観光需要を喚起するためには、ターゲットを意識した直接的に、誘客効果のある観光イメージの醸成と効果的な

観光情報の発信が求められます。 

 

課題２ 観光客の訪れる目的となる観光スポット・イベントの充実が求められます。 

上天草市への来訪目的となるスポットやイベントを充実することで、直接的な集客効果の向上が求められます。 

 

課題３ 市内の観光移動の利便性の向上が求められます。 

課題となっている渋滞対策を解消し、来訪者が快適に市内を周遊できるよう、マイカーだけに頼らない公共交通を十分

に活用した観光動線の確保と利便性の向上が求められます。 

 

課題４ 一流の観光地としてのレベルアップが求められます。 

一流の観光地としてのおもてなしを向上させるため、市民や観光産業の経営者の人材育成が求められます。 

 

 

施策の展開 

 

ターゲットを設定した上天草ブランドの開発 

 

 

 

未来に向けて輝く「産業」づくり 

訪れたくなる 「上天草ブランド」の魅力の強化

と発信 

施策 1  
ターゲットを設定した上天草ブランドの開発 

施策 4  
観光ガイドや観光イベントを実践する市民・経営者の育成 

施策 2  
観光の目的地になるスポット整備・イベントの充実 

施策 3  
観光動線の利便性の向上による「快適さ」の確保 

【目標指標（成果指標）】  
●女子旅等ブランドＰＲイベント、キャンペーン実施による集客効果 ＜H35 年度目標値  ２０万人＞ 

戦略目標 １ 観光需要と観光消費を拡大する 

施策１ 課題１ 
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□ アクション１．「女子旅」をコンセプトとした観光の魅力づくり 【観光おもてなし課】 

 

女性をメインターゲットにしたオリジナル性の高い旅行サービス、スポットづくりを戦略的に展開し、上

天草の新たな観光の魅力発信と女性層の誘客効果を高めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
女性をターゲットにした観光商
品・サービスの開発件数（件） 

 1 件 3 件 5 件 8 件 10 件 12 件 

「上天草の女子旅」をコンセ
プトとしたＰＲ活動件数 

1 件 5 件 8 件 10 件 12 件 15 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 女性による女子旅推進委員会の設立   ● 女性向け集客型イベントの企画・開催  
● 「上天草の女子旅」観光イメージＰＲ ● 女性をターゲットとして料理・特産品開発  
● 女性向けのおもてなし、アメニティの開発  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・女性の目線からみた観光サービス・商品づくりに参加する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・女性をターゲットにしたオンリーワンの観光商品開発に取り組む。 

・女性の観光ファン層の取り込み策を展開する。 

行政がすべきこと 
・観光協会等と連携し、「上天草の女子旅」をコンセプトとした観光開発、観光 

イメージ発信に取り組む。 

 

□ アクション２．美と癒しと食を楽しむ上質な観光地としてのＰＲの強化 【観光おもてなし課】 

 

上天草の特色を活かし、美と癒しと食を楽しむ上質な観光地としての魅力を、様々なＰＲにより幅広く情

報発信し、集客効果を高めていきます。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
観光ＰＲ活動件数 
（広告・パブリシティ件数） 

17 件 20 件 24 件 28 件 32 件 36 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 観光ブランドＰＲ活動  ● フィルムコミッション等の多面的なＰＲの展開  
● 上天草ファンづくりプロジェクト  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・一人ひとりが観光案内人となり、ＰＲする。 

みんなでできること 
（観光関係団体等） 

・美と癒しと食を楽しむ上質感のある観光商材づくり、スポットづくりを進める。 

行政がすべきこと ・観光協会等と連携し観光商材の開発、観光イメージ発信に取り組む。 
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□ アクション３．景観を満喫できる観光の魅力づくり 【観光おもてなし課】 

 

上天草の最大の魅力である景観を満喫する観光サービスを開発し、上天草の観光の魅力を演出するととも

に、商品・サービスを積極的に情報発信し、集客効果を高めていきます。 
 

◆目標指標【活動指標】 

 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

景観を楽しむ観光商品・
サービスの開発件数（売
上件数） 

0 件 1 件 2 件 3 件 4 件 5 件 

 

≪主な活動項目≫ 
● 美しい上天草市づくり推進  ● 九州自然歩道清掃管理  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・観光地周辺の清掃美化活動や景観づくり活動に参加する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・遊覧観光等景観を満喫できる観光商品を開発する。 

・観光拠点の景観向上（美化活動）に取り組む。 

行政がすべきこと ・観光協会等と連携し観光商材の開発、観光イメージ発信に取り組む。 

 
 
 

観光の目的地になるスポット整備・イベントの充実 

 
 
 
 
 

 

□ アクション４．前島・宮津地区の観光拠点の整備・充実 【観光おもてなし課】 

 

前島・宮津地区を上天草の観光重点地域として、集客力のある観光拠点の開発を進め、観光の目的地とし

ての魅力を高めていきます。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
前島地区に関する観光

拠点整備 
⇒ ⇒ 事業完了    

宮津地区に関する観光

拠点整備（計画） 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 計画策定 

 

≪主な活動項目≫ 

● 前島地区観光拠点整備   ● 宮津地区観光拠点整備   
● メモリアルホール管理  

 
 
 
 

【目標指標（成果指標）】  
●観光スポット整備、観光イベント開催による集客効果 ＜H35 年度目標値  ３０万人＞ 

施策２ 課題２ 
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◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・前島・宮津地区の観光拠点を広く情報発信する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・行政と連動し、前島・宮津地区の観光拠点の整備計画の策定及び整備、同エリアの

既存施設のグレードアップを図る。 

行政がすべきこと 
・前島・宮津地区の観光拠点開発の計画策定及び開発に取組み、観光協会等と連動

し、集客効果を高める運営を図る。 

 

□ アクション５．景観を楽しむ眺望スポットの整備  【観光おもてなし課】 

 

千巌山・前島における眺望スポットの開発、既存の眺望スポットの活用を進め、上天草の魅力である景観

を楽しむ機会を拡大します。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
千巌山・前島における眺

望スポット整備 
⇒ ⇒ ⇒ 事業完了    

 

≪主な活動項目≫ 

● 千巌山眺望スポット開発   ● 前島地区眺望スポット開発  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・千巌山・前島における眺望スポットを広く情報発信する。 

みんなでできること 
（観光関係団体等） 

・眺望スポットを来訪者に積極的に紹介し、上天草の魅力をＰＲする。 

行政がすべきこと 
・千巌山・前島地区のスポット開発に取組み、観光協会等と連動し、集客効果を高める

利活用を図る。 

 

□ アクション６．樋合地区の観光拠点開発  【観光おもてなし課】 

 

事業者と連動し、樋合地区における富裕層向けの観光スポットの開発を進めます。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

樋合地区の観光拠点整備 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 計画策定  

 

≪主な活動項目≫ 

● 樋合地区リゾート開発    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・樋合地区の観光拠点を広く情報発信する。 

みんなでできること 
（観光関係団体等） 

・行政の支援により新たな観光スポットの開発計画の策定を進める。 

行政がすべきこと 
・観光開発事業計画を策定するとともに、富裕層をターゲットにした観光客誘致策を計
画する。 
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□ アクション７．「天草ジオパーク」に関するスポット開発 【観光おもてなし課】 
 
姫戸・龍ヶ岳地区を中心に「天草ジオパーク」の魅力を体感できる観光スポットの開発を進めます。 

 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
「天草ジオパーク」の観光
スポット開発 

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 計画策定 

 

≪主な活動項目≫ 

● 「天草ジオパーク」に関するスポット開発    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・「天草ジオパーク」を理解し、情報発信する。 

みんなでできること 
（観光関係団体等） 

・「天草ジオパーク」を来訪者に積極的に紹介し、上天草の魅力をＰＲする。 

行政がすべきこと 
・「天草ジオパーク」のスポット開発計画に取組み、観光協会等と連動し、集客効果を
高める利活用策を立案する。 

 

□ アクション８．食・スポーツに関する話題性の高い集客イベントの実施 【観光おもてなし課】 

 
食やスポーツ（健康）をテーマに話題性の高いイベントの企画及び誘致を進め、集客力を高めます。 

 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

観光イベントの開催件数 1 件 2 件 2 件 2 件 3 件 5 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 食をテーマにしたイベント（マルシェ）開催    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・観光イベントに参画し、来訪者へのＰＲを行う。 

みんなでできること 
（観光関係団体等） 

・イベントと連動した観光サービスの充実を図り、集客・収益を向上する。 

行政がすべきこと ・市民、関係団体と連動し集客効果の高いイベントの企画及び誘致を進める。 
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       観光動線の利便性の向上による「快適さ」の確保 

 
 
 
 

 

□ アクション９．観光ルート開発・観光サインの整備 【観光おもてなし課】 

 

宇土、宇城、天草等との広域的な連携による観光ルートを開発するとともに、市内の観光サインの整備・

統一を進めます。 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

広域観光ルートの開発 1 件 2 件 2 件 5 件 7 件 10 件 

観光サインの整備 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 3 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 広域観光ルートの開発   ● 観光サインの整備  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・広域観光ルートの市外へのＰＲや観光イベントへの参画を行う。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 
・広域観光ルートと連動した観光商品・サービスを展開する。 

行政がすべきこと 
・広域自治体との連携により観光ルートを開発する。 

・市内の観光サインを整備する。 

 

□ アクション１０．市内交通の利便性の確保 【企画政策課】※生活環境・道路交通の章に併載 

 

観光客向けの交通確保や交通渋滞解消に向け、公共バス等を活用した観光循環交通システムを展開すると

ともに、新たな交通経路の開発を検討します。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
観光循環バスの年間 

利用者数 
2,181 人 2,280 人 2,460 人 2,640 人 2,820 人  3,000 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 観光循環バスの運行 ● 公共交通対策事業    

◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・公共交通機関に関する地域の意向調査等への協力、運行形態の検討及び積極的な

利用等を行う。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・観光循環バスを中心に観光客の交通を確保するとともに、観光サービスと連動した

利用促進を図る。 

行政がすべきこと 
・事業者の観光循環バス等の運行を支援する。 

・新交通アクセスを検討し、観光動線を強化する。 

 

施策３ 課題３ 

【目標指標（成果指標）】  
●広域観光ルート開発による集客効果   ＜H35 年度目標値  4 万人＞ 
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       観光ガイドや観光イベントを実践する市民・経営者の育成 

 
 
 
 
 
 

 

□ アクション１１．市民の観光への理解・関心・参加の拡大  【観光おもてなし課】 

 

市民の誰もが観光地としての魅力を紹介・案内やおもてなしの気持ちをもって来訪者と接することができ

るよう、観光ガイドの育成等の市民の観光への理解・関心を高め、観光事業への参加促進を図ります。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
観光ガイド養成講座の 

実施回数 
   3 回    3 回    3 回    4 回    4 回    5 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 観光ガイドの育成    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・観光資源に関心を持ち、自ら、来訪者をおもてなす気持ちをもつ。 

・観光ボランティアに積極的に参加し、自らも集客に努める。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 
・行政と連携し観光ボランティアによるガイド等の事業を実施する。 

行政がすべきこと ・観光協会等と連携し、市民の観光ガイドを育成する。 

 

□ アクション１２．観光事業を実践する経営者等の人材育成 【観光おもてなし課】 

 

観光事業者がさらに質の高い観光サービスが提供できるよう、全国の先進的な観光事業者による観光事業

の学習機会を充実させ、観光事業を展開する人材のレベルアップを図ります。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
（仮称）上天草・観光大学

での講座実施回数 
0 回 1 回 1 回 1 回 1 回 2 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 観光事業者向け講座（仮称・上天草・観光大学）の開催    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・市民ボランティアスタッフとして講座開催を支援する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・観光事業者のスキルアップを図り、さらなる上質な観光サービスを提供できるよう努

める。 

行政がすべきこと ・観光事業者のスキルアップに向けた研修機会をつくる。 

施策４ 課題４ 

【目標指標（成果指標）】  
●観光ガイドの参加者（登録）数   ＜H35 年度目標値  300 人＞ 
●上天草・観光大学（仮称）への年間参加事業者数   ＜H35 年度目標値  １00 人（事業者）＞ 
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（２） 消費を拡大する観光商品・サービスの開発 

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 観光需要の拡大を消費拡大につなげる仕組み・環境づくりが求められます。 

観光客の拡大にあわせた商品・サービスの開発を拡充し、観光客の消費を拡大する販売力のある場づくり・環境づくり

が求められます。 

 

課題２ 市内での宿泊客の増加を図る仕組みづくりが求められます。 

市内の観光消費を拡大させていくために、旅館、ホテルへの宿泊客の増大、宿泊施設を拠点とした市内の観光拠点を

周遊させる仕組みづくりが求められます。 

 

課題３ 多様な目的・形態による観光需要の掘り起しが求められます。 

これまでの実績のあるスポーツ合宿等の需要をさらに拡大させるほか、学校や企業等の団体旅行の誘致等、上天草市

の観光特性を生かした観光需要を掘り起こす営業戦略が求められます。 

 

施策の展開 

 

消費を拡大する観光商品・サービスの開発 

 

 

 

 

□ アクション１３．定期的な物販イベントの開催 【観光おもてなし課】 

 

集客を高め観光消費を拡大させるため、地元の食材・料理を提供する物販イベントを定期的に開催します。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

物販イベントの実施回数 1 回 2 回 2 回 3 回 4 回 5 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 地元産品の物販イベントの開催    

未来に向けて輝く「産業」づくり 

消費を拡大する観光商品・サービスの開発 

施策 5  
消費を拡大する観光商品・サービスの開発 

施策 6  
プラスαの滞在型観光商品の開発 

施策 7  
スポーツ合宿や教育・研修旅行など団体旅行の営業拡大 

【目標指標（成果指標）】  
●物販拠点・物販イベントによる集客効果   ＜H35 年度目標値  5 万人＞ 

戦略目標 １ 観光需要と観光消費を拡大する 

施策５ 課題１ 
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◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・物販イベントでの商品・サービス活動に参加する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 
・行政と連携し、定期的な物販イベントの開催を進める。 

行政がすべきこと ・事業者と連携し、定期的な物販イベントの開催を進める。 

 

プラスαの滞在型観光商品の開発 

 

 

 

□ アクション１４．ヘルスツーリズム、美容ツーリズムの開発 【観光おもてなし課】 

 

温泉・食等の資源を活用した体験型観光プログラムを開発し、市内への滞在型観光の拡大を図ります。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
体験型観光プログラムの 

参加者数 
0 人 100 人 400 人 800 人 900 人 1,000 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 交流センター（スパ・タラソ天草）事業   ● 美容ツーリズムの開発    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・様々な体験観光プログラムに参画し、来訪者に上天草の魅力を伝える。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・既存の観光資源を有効に活用し、来訪者のニーズにあった観光プログラムを開発を

するとともに、宿泊施設と連動した商品販売を拡大する。 

行政がすべきこと ・事業者における体験観光プログラムの開発を支援する。 

 

□ アクション１５．オルレやトレッキングコースを活かしたアウトドアスポーツの体験プログラ 

ムの拡大 【観光おもてなし課】 

 

維和・松島オルレ、観海アルプスや遊歩道を活かした自然散策を楽しむアウトドアスポーツの観光メニュ

ーを開発し、集客効果を高めます。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
オルレ・観海アルプス等の

観光プログラムの参加者数 
790 人 2,000 人 2,200 人 2,500 人 2,800 人 3,000 人 

≪主な活動項目≫ 

● オルレ観光のメニュー開発   ● トレッキング観光のメニュー開発 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・様々な体験観光プログラムに参画し、来訪者に上天草の魅力を伝える。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・行政と連携し、観光メニューの開発、オルレ・トレッキング観光客への物販・サービス

の提供機会の拡大に努める。 

行政がすべきこと 
・事業者における体験観光プログラムの開発を支援するとともに、オルレ等の対外的

なＰＲ活動を拡大する。 

【目標指標（成果指標）】  
●イベント・ツアー等の実施による集客効果   ＜H35 年度目標値  5 万人＞ 

施策６ 課題２ 
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スポーツ合宿や教育・研修旅行など団体旅行の営業拡大 

 

 

 

 

□ アクション１６．スポーツ合宿、スポーツイベントの誘致  【観光おもてなし課】 

 

学校、企業、団体等のスポーツ合宿や広域のスポーツイベントの開催を誘致し、市内への集客を拡大します。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

スポーツ合宿の誘致件数 30 件 34 件 38 件 42 件 46 件 50 件 

スポーツイベントの誘致件数 12 件 14 件 16 件 18 件 20 件 22 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● スポーツ合宿・スポーツ大会の誘致    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・スポーツイベント等の来訪者と交流し、上天草の良さを紹介する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 

・スポーツ合宿、スポーツイベント利用者への観光サービス、宿泊施設と連動した商品

販売を拡大する。 

行政がすべきこと ・スポーツ合宿、スポーツイベントを誘致する。 

 

□ アクション１７．教育旅行、企業旅行の誘致  【観光おもてなし課】 

 

教育関連や企業の福利厚生による団体観光を誘致する観光メニューを開発し、滞在型観光の営業を拡大します。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
教育、企業向け団体観光の

誘致件数 
0 件 1 件 2 件 3 件 4 件 5 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 教育旅行や企業等の団体旅行の営業活動    
 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・市民ボランティアスタッフとして団体旅行客のおもてなしを実践する。 

みんなでできること 

（観光関係団体等） 
・教育・企業向け団体観光の宿泊メニュー及びサービスを開発し、営業を強化する。 

行政がすべきこと ・事業者と連携し、教育・企業向け団体観光の営業活動を支援する。 

 

 

【目標指標（成果指標）】  
●スポーツ合宿、教育・研修旅行誘致による集客効果 ＜H35 年度目標値  １０万人 ＞ 

施策７ 課題３ 
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２． 農林水産物の生産・加工商品開発・販売を拡大する  【最重点戦略】  

～売れるブランド産品・加工商品開発による「産業」づくり～  

 

（１） 農林水産業の生産基盤の強化 

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 観光需要を農林水産業の収益拡大に還元する仕組みづくりが求められます。 

観光需要の拡大を市内の農林水産物の販売拡大につなげる仕組みをつくることで、市内の農林水産業の収益力を高

める取組みが求められます。 

 

課題２ 安定した農林水産物を供給できる生産基盤・体制が求められます。 

農林水産業従業者の高齢化が進む中、地元の農林水産物を安定して供給できるよう、担い手育成を中心とした生産基

盤・体制の強化が求められます。 

 

施策の展開 

 

流通・販売と一体となった「売れる」産品の生産体制拡大 

 

 

 

 

□ アクション１８．物産館さんぱーる等に直結した生産―販売体制づくり  【農林水産課】 

 

農林水産物の販売を拡大し生産基盤を強化するため、生産物と「上天草物産館さんぱーる」等との流通・

販売ラインを充実させます。 
 
◆目標指標【活動指標】 

 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

物産館さんぱーる年間販売額 6.9 億円 7.2 億円 7.5 億円 8.0 億円 9.0 億円 10.0 億円 

 

 

未来に向けて輝く「産業」づくり 

農林水産業の生産基盤の強化 

施策 8  
流通・販売と一体となった「売れる」産品の生産体制拡大

施策 9  
生産者の担い手育成、経営力のある組織体制の強化 

【目標指標（成果指標）】  
●1 次産業生産額      ＜H35 年度目標値  ５８億円 ＞ 
 

戦略目標 ２ 農林水産物の生産・加工商品開発・
販売を拡大する 

施策８ 課題１ 
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≪主な活動項目≫ 

● 物産館さんぱーるでの地元産品の販売強化 ● 新需給システムの推進    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地元の生産物の地産地消を推進するとともに、地元の食材の良さを市外に伝える。 

みんなでできること 

（観光団体、生産者等） 

・生産者と観光業者が連携した物販イベントや物販施設、旅館等への地元食材の流

通・販売機会を拡大する。 

行政がすべきこと ・生産者と観光業者が連携を強化するためのマッチング機会を支援する。 

 

□ アクション１９．付加価値の高い「売れる」1 次産品の生産・産地化   【産業雇用創出課】 

 

農林水産業の収益力を高めるため、付加価値の高い農林水産物の開発・産地化を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
上天草ブランド認証件数

（１次産品件数） 
１０ 件 １８ 件 ２６ 件 ３４ 件 ４２ 件 ５０ 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 付加価値の高い農林水産物の開発・産地化   

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・モニターとしての参画等、農林水産物開発の側方支援を行う。 

みんなでできること 

（1 次産業生産者等） 
・研究機関・事業者と連携し、付加価値の高い農林水産物の開発・産地化を進める。 

行政がすべきこと ・生産者の生産・産地化に向けた研究・開発を支援する。 

 

□ アクション２０．地産地消の推進  【農林水産課】 

 

市民・事業者等が地域の農林水産業を理解し、地産地消を推進することで、豊かな食の恵みを守り、育て

る文化をつくります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
給食での地元産品の利

用率 
19.7％ 22.0％ 24.0％ 26.0％ 28.0％ 30.0％ 

地産地消応募事業所件数 10 件 28 件 46 件 64 件 82 件 100 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 食学・農学事業  ● 食材パンフレットの作成  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地域の農業・漁業への理解を深め、地元食材を積極的に消費する。 

みんなでできること 

（1 次産業生産者等） 

・市民の農業・漁業の大切さを学ぶため、食材提供や体験機会を行う。 

・食の未来をみんなで考える会議を開催する。 

行政がすべきこと 

・市民地産地消への啓発を行う。 

・給食等での地元食材の使用を促進する。 

・地産地消応援事業所を増やすため啓発を行う。 
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生産者の担い手育成、経営力のある組織体制の強化 

 

 

 

 

□ アクション２１．農林水産業の経営基盤の強化   【農林水産課】 

 

観光等の需要拡大に対応できる安定した農林水産物の供給の確保に向けて安定した経営基盤をつくるた

め、農地集約による生産基盤の強化、生産法人等営農組織設立による生産体制の充実を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

認定農業者数 137 人 137 人 138 人 138 人 139 人  140 人 

営農組織の設立件数   １組織 2 組織 3 組織 4 組織 5 組織 
 6 組織 

（累計） 

 

≪主な活動項目≫ 

● 農地保有の合理化・流動化の推進   ● 魚礁の設置     ● 認定農業者等の支援  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・農地集約等に関する理解と必要な協力を行う。 

みんなでできること 

（観光団体、生産者等） 

・農地、漁場の基盤整備を進め、生産性を高める。 

・農地の集約化、営農組織化を図り、経営基盤を強化する。 

行政がすべきこと 
・認定農業者を中心に農地の集約、地域の営農活動を支援する。 

・農林水産物の安定生産のできる農地、漁場の基盤整備を支援する。 

□ アクション２２．新規就業者の育成・企業参入支援   【農林水産課】 

 

1 次産業を持続させていくために必要な、新たな担い手となる就業者、企業を育成します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

新規就農者数 ２ 人 4 人 6 人 8 人 10 人 
12 人 
（累計） 

新規漁業就業者数 11 人 18 人 26 人 34 人 42 人 
50 人 
（累計） 

 

≪主な活動項目≫ 

● 新規就業者の育成・企業参入支援    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民）  

みんなでできること  

行政がすべきこと 

・新たな就農希望者や異業種からの企業参入者に対する相談、営農指導、技術導入

支援を行う。 

・農水産業の就業希望者を募り、知識・技術の取得を支援する。 

【目標指標（成果指標）】  
●農業者数   ＜H35 年度目標値  １，７３８ 人＞ 
●漁業者数   ＜H35 年度目標値  １，３０２ 人＞ 
 

施策９ 課題２ 
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□ アクション２３．遊休農地の活用・有害鳥獣対策の充実   【農林水産課】 

 

農地集約化による生産組織の強化にあわせ、増加する遊休農地を有効に活用するとともに、鳥獣被害への

対策を強化し、農地の荒廃を抑えます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

解消した遊休農地の面積 １ha 2ha 3ha 4ha 5ha 
6ha 

（累計） 

 

≪主な活動項目≫ 

● 遊休農地の活用 ●有害鳥獣対策    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・遊休農地解消政策や有害鳥獣対策への正しい理解と協力体制を推進する。 

みんなでできること 

（1 次産業生産者等） 

・遊休農地を活用した農業生産を進める。 

・鳥獣害対策を実施し、山林農地を管理する。 

行政がすべきこと 
・農業者を育成支援し、遊休農地の解消を図る。 

・有害鳥獣対策の充実を図る。 
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（２） 市場や観光ニーズを捉えた売れる産品・加工商品の開発と販路拡大 

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 持続できる産業育成に向けた収益性の高い産品・商品の開発が求められます。 

農林水産物等の地域資源を活かし、収益性の高い「売れる」産品、加工商品を開発することで安定した産業基盤を構

築する取組みが求められます。 

 

課題２ 観光消費や市場への流通を促進する食の魅力を発信できるブランドづくりが求められます。 

観光消費や市場ニーズをとらえ、市内外へ上天草市の食の魅力を発信できるブランド産品を開発し、販売力を拡大さ

せていく取組みが求められます。 

 

課題３ 観光需要等に対して安定供給できる生産加工体制の強化が求められます。 

観光需要や市場流通に対して安定した商品を供給できるよう、1 次産品生産者と連動した生産加工体制の強化が求め

られます 

 

施策の展開 

 

農林水産業者の 6 次産業化支援、商工業者との連携支援 

 

 

 

□ アクション２４．1 次産品を活用した商品開発  【産業雇用創出課】 

 

農水産物を活かした付加価値の高い加工商品の開発、市場に対する販売力のあるブランドに育成すること

で 1 次産業の収益力を高めていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
加工開発研究センターの 
利用者数 

60 人 64 人 68 人 72 人 76 人 80 人 

 

未来に向けて輝く「産業」づくり 

市場や観光ニーズを捉えた売れる産品・加工

商品の開発と販路拡大 

施策 10  
農林水産業者の6次産業化支援、商工業者との連携支援

【目標指標（成果指標）】  
●加工商品開発に伴う経済効果（売上額）     ＜H35 年度目標値 ４億円＞ 

戦略目標 ２ 農林水産物の生産・加工商品開発・
販売を拡大する 

施策１０ 課題１ 

施策 11  
ブランド産品・商品の PR 拡大、販売・流通チャネルの拡大 

施策 12  
加工商品の製造拠点の充実 
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≪主な活動項目≫ 

● 農水産物を生かした付加価値の高い加工商品の開発・育成    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・開発された商品ＰＲの一翼を担う。 

みんなでできること 

（1 次産業生産者等） 
・生産者の農水産物を活かした商品開発を進める。 

行政がすべきこと 
・熊本県水産研究センター、上天草市農林水産物加工品開発研究センターなどの活

用を促進し、商品開発を支援する。 

 

□ アクション２５．生産者と加工業者との連携強化 【産業雇用創出課】 

 

市内の生産者と加工業者の連携による 6 次産業化を推進し、加工商品の生産・販売の拡大による多様な

産業の活性化につなげていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
6 次産業化による商品開発
件数 

2 件 3 件 5 件 6 件 8 件 10 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 農水産物を生かした付加価値の高い加工商品の開発・育成    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・付加価値商品づくりの研究、製造、連携に取り組む。 

みんなでできること 

（生産者・加工業者等） 
・1 次産業者と商工業、観光と連携した商品開発に取り組む。 

行政がすべきこと ・研修会や情報交換会等を通じて業種間連携を支援・促進する。 
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ブランド産品・商品の PR 拡大、販売・流通チャネルの拡大 

 

 

 

□ アクション２６．ブランドＰＲの強化、新たなブランド産品の開発  【産業雇用創出課】 

 

上天草のブランド産品の情報発信を強化し、食の魅力を内外にアピールするとともに、市場のニーズにマ

ッチした新たなブランド産品の開発を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 

 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
ブランド産品に関するＰＲ活動
件数（広告・パブリシティ件数） 

10 件 18 件 26 件 34 件 42 件 50 件 

新たに開発されたブランド
産品数（認証数） 

20 件 26 件 32 件 38 件 44 件 50 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 生産者と加工業者との連携強化    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地域ブランド産品の魅力を市外の人たちへ紹介する。 

みんなでできること 

（1 次産業生産者等） 

・ブランド産品の生産及びＰＲ活動を強化する。 

・マーケティング活動を強化し、市場ニーズにあった商品開発を進める。 

行政がすべきこと 
・地域ブランド産品を中心に上天草の食の魅力を幅広く PR する。 

・新たなブランド産品の開発、市場に対する販売力のあるブランドの育成を支援する。 

 

□ アクション２７．国内外の企業とのマッチングによる産品の流通・販売チャネルの開拓  
【産業雇用創出課】 

 

ブランド産品を中心とした地元産品を大消費地及び海外へ販路拡大していくため、流通・貿易に関連する

事業者への営業機会を拡大していきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 

 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
流通商談機会を通じた取引
件数 

20 件 26 件 32 件 38 件 44 件 50 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 流通商談機会を通じた取引の拡大    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地域ブランド産品の魅力を市外の人たちへ紹介する。 

みんなでできること 

（1 次産業生産者等） 

・ブランド産品の生産及びＰＲ活動を強化する。 

・マーケティング活動を強化し、市場ニーズにあった商品開発を進める。 

行政がすべきこと 
・地域ブランド産品を中心に上天草の食の魅力を幅広く PR する。 

・新たなブランド産品の開発、市場に対する販売力のあるブランドの育成を支援する。 

【目標指標（成果指標）】  
●ブランド産品販売促進による経済効果（売上額） ＜H35 年度目標値  ４億６千万円＞ 

施策１１ 課題２ 
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加工商品の製造拠点の充実 

 

 

 

 

□ アクション２８．製造拠点の充実（拠点整備／食品加工業等の企業誘致） 【産業雇用創出課】 

 

観光需要の拡大や販路拡大に対応した産品の生産能力を拡大させていくため、加工製造拠点の整備、食品

加工業等の企業誘致を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 

 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

加工製造拠点の整備件数 2 件 5 件 9 件 12 件 16 件 20 件 

食品加工業の誘致件数 2 件 2 件 3 件 3 件 4 件 5 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 加工製造拠点の整備 ● 食品加工業等の企業誘致   

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・参入企業への理解を深める。 

みんなでできること 

（生産者・企業等） 

・行政と連携し加工製造拠点を整備し、産品の生産を拡大する。 

・産品の新たな生産・加工拠点となる企業が参入を推進する。 

行政がすべきこと 

・加工製造拠点の整備を支援する。 

・食品加工業の企業を誘致する。 

・優遇措置の設置、総合化計画の申請支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標指標（成果指標）】  
●製造拠点・企業誘致による経済効果（売上額） ＜H35 年度目標値  １８億円＞ 

施策１２ 課題３ 
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３． 地域ぐるみで子育て・子育ちしやすいまちをつくる 【重点戦略】  

～未来を築く元気な「ひと（子ども）」づくり～ 

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 次代の担い手である子どもが自立した人間として成長できる質の高い教育の充実が求められます。 

子育て世帯が安心して定住できるよう、子どもたちが個性と創造性を備えた自立した人間として成長できる質の高い教

育を提供できる学校教育の充実が求められます。 

 

課題２ 地域社会とのふれあいを通じてふるさとに愛情をもつ子どもを育てる取組みが求められます。 

子どもたちがふるさとの良さを感じ、地域に根づく人材となるよう、地域社会とのふれあい、地域の魅力である自然を学

ぶ機会の拡大が求められます。 

 

課題３ 若い世帯が安心して子どもを産み、育てることができると感じる環境づくりが求められます。 

少子化が進む中、子どもたちの人口を増やすために、母子保健環境を充実させ、若い世帯が安心して子どもを産み、

育てることができるよう支援することが求められます。 

 

課題４ 地域の中で子どもたちを守り、子育てを支える社会づくりが求められます。 

共働き夫婦等、子育て世帯が安心して子育てができるよう、子どもたちの健全な成長を地域社会で見守る環境づくりが

求められます。 

 

施策の展開 

 

地域の特色を活かした学校教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

未来に向けて輝く「人」づくり 
施策 16  
地域の特色を活かした学校教育の充実 

施策 19  
地域サポートによるふれあいある子育て環境づくり 

施策 17  
地域・家庭・学校が連携し子育てを応援する教育環境の充実 

施策 18  
安心して子どもを産み、育てられる母子保健の推進 

【目標指標（成果指標）】  
 
●小学校標準各力検査における学力偏差値    ＜H35 年度目標値 56.7＞  
●中学校標準各力検査における学力偏差値    ＜H35 年度目標値 53.4＞                                                 
●小学校体力テストのＡＢＣ割合平均値       ＜H35 年度目標値 83.4％＞ 
●中学校体力テストのＡＢＣ割合平均値       ＜H35 年度目標値 86.8％＞ 
●上天草高等学校のポテンシャル向上に関する指標 ＜H35 年度目標値 50.0％＞ 

 （地元中学生の上天草高等学校進学率） 

戦略目標４：地域ぐるみで子育て・子育ちしやすい
まちをつくる   
 

施策１６ 課題１ 
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□ アクション３４．地域の特色を生かした質の高い学校教育の推進  【学務課】 

 

子どもたちの豊かなこころ、確かな学力、健康で安全な生活ができる資質や能力を育成することにより、「生

きる力」（知・徳・体のバランスのとれた力）を育てるため、地域の特色を生かした質の高い学校教育を推進

します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
小学 1～4 年における英語
学習の導入（Ｈ/年） 

0 時間 10 時間 10 時間  15 時間  15 時間 15 時間 

職員の資質向上に向けた
研修事業の実施回数 

15 回 15 回 15 回 15 回 15 回 15 回 

学 校 教 育 の 充 実 に 係 る  

研究指定校に関する取組 
6 校 6 校 6 校 6 校 6 校 6 校 

 

≪主な活動項目≫ 

● 学力向上対策事業   ● 自立支援事業  
● ＩＴ教育推進事業 ● 遠距離通学者補助事業  
● 特別奨学金給付事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・学校と連携し、健全な子ども達の育成に努める。 

みんなでできること 

（学校） 

・児童・生徒の豊かな心と確かな学力を育てる。 

・児童・生徒が健全で安全な生活のできる資質・能力を育成する。 

・食育を通じた児童・生徒の健康づくりに努める。 

・特別支援教育を推進する。 

・教職員の資質向上による質の高い教育を推進する。 

・地域の特色を生かした学習内容を充実させる。 

行政がすべきこと ・奨学金制度の充実等、児童生徒の教育活動を支援する。 

 

□ アクション３５．教育環境の整備・充実  【学務課】 

 

学校数の適正化を進めるとともに、子どもたちが安全に教育を受けることができるよう、教育施設の適正

な維持管理を行います。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
小中学校の屋内運動場等
非構造部材の耐震化率 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％ 

 

≪主な活動項目≫ 

● 学校規模適正化事業   ● 小学校・中学校校舎営繕事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・市民ボランティアによる教育施設維持活動（清掃等）への協力を行う。 

みんなでできること（学校） ・教育施設の積極的な活用・丁寧な利用を推進する。 

行政がすべきこと 
・学校適正配置計画を推進するともに老朽化や機能低下に対する教育施設の改修等

を行う。 
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□ アクション３６．高等学校のポテンシャル向上  【学務課】 【企画政策課】 

 

上天草高等学校へ地元からの進学率を高めていくため、国公立大学への進学率や専門分野の専門性の向上、

部活動の充実等、高等学校の魅力を高める取組みに官民一体となり取り組みます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
国公立大学入学祝金の給
付件数 

3 件 5 件 7 件 10 件 12 件 20 件 

地元就職祝金の給付件数 20 件 22 件 23 件 25 件 27 件 30 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 高校生地元高校通学倍増事業業   ● 上天草高校支援事業     

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・高等学校の魅力を正しく理解し、多くの市内の生徒が通学する。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・魅力ある高等学校づくりに向けて、市民、企業、団体が協力する。 

行政がすべきこと 
・県と連携し、高等学校の魅力向上に向けた環境整備に取り組む。 

・魅力ある学校になるよう側面支援を行う。 

 

地域・家庭・学校が連携し子育ちを応援する教育環境の充実 

 

 

 

 

□ アクション３７．地域教育活動・家庭教育の支援  【社会教育課】 

 

地域ボランティア等による地域や家庭で子どもの育ちを見守る教育活動を支援します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
地域ボランティア育成のため
の活動実績（登録者数等） 

0 人 30 人 50 人 70 人 80 人 100 人 

家庭教育支援実施回数 20 回 20 回 22 回 23 回 23 回 25 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● ゲストティーチャー事業    ● 家庭教育の推進 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・学校等へ地域ボランティアとして参加し子どもの教育を応援する。 
・保護者一人ひとりが子どもの教育に関心をもち、健全な家庭づくりに努める。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・地域の人材・団体が協力し、子どもを守り・育てる意識を持つ。 

行政がすべきこと ・学校へ地域ボランティア活動が参加する機会をサポートする。 

【目標指標（成果指標）】  
 
●地域ボランティア参加者数     ＜H35 年度目標値 150 人 ＞  
 

施策１７ 課題２ 
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□ アクション３８．地域行事や社会奉仕活動（ボランティア活動）への子どもの参加促進               

【社会教育課】 

 

地域で子どもたちが社会とふれあい、ボランティア活動等を通じて健全な子どもの育ちを支援します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
子どものボランティア活動
の実施数 

70 人 75 人 80 人 85 人 90 人 100 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● ボランティア活動への子どもの参加促進    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・子どもがボランティア動等への参加を通じて、地域とふれあいながら社会性を学ぶ。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・地域の人材・団体が協力し、子どもを健全な育成に努める。 

行政がすべきこと ・各地域や学校における児童生徒の健全育成活動を支援する。 

 

安心して子どもを産み、育てられる母子保健の推進 

 

 

 

 

□ アクション３９．母子（乳幼児）健診・相談活動の充実 【健康づくり推進課】 

 

安心して子どもを産み・育てることができるよう、母子の妊娠から出産、育児までの保健・相談支援を充

実します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

３歳児健診実施回数 12 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 12 回 

１歳６カ月児検診実施回数 12 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 12 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 母子保健推進員活動事業    ● 妊産婦・新生児・乳幼児訪問 
● 母子健康教育事業                   ● 乳幼児健診事業 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・健康で元気な子どもを出産・子育てできるよう、相談を受けながら健康管理に努める。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・安心して子育てできるよう地域で見守る・気軽に相談できる場を整備する。 

行政がすべきこと ・安心して出産・子育てできるよう医療施設と連携した相談支援体制を充実する 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●３歳児検診受診率      ＜H35 年度目標値 ９８．０％ ＞  
 

施策１８ 課題３ 
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地域サポートによるふれあいある子育て環境づくり 

 

 

 

□ アクション４０．子ども子育て支援事業の充実  【福祉課】 

 

共働き夫婦などが安心して子育てをしながら働けるまちにするため保育施設、子育て支援センター等が連

携し、保育サービス、相談支援等を充実させます。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
子育て支援センターの設置
箇所数 

4 箇所 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 4 箇所 

放課後児童クラブ実施箇所数 14 箇所 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 14 箇所 

保育所入所児童数入所率 
990 人 

70.0％ 

968 人 

72.0％ 

946 人 

74.0％ 

924 人 

76.0％ 

902 人 

78.0％ 

880 人 

79.0％ 
 

≪主な活動項目≫ 

● 保育事業   ● 育児相談事業 
● 子育て支援センター事業 ● 学童保育事業 

 

◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・保育施設等の支援を受けながら、仕事と子育ての両立による子どもの健全育成に努

める。 

みんなでできること 

（企業・団体等） 
・子育てしながら就労や社会活動等ができるよう勤務条件の緩和等の支援をする。 

行政がすべきこと 
・子育て需要に応じた保育サービス、子育て支援サービスを提供する。 

・子育てに対する経済的負担を支援する。 

□ アクション４１．地域で子どもを支えるネットワークづくり  【福祉課】 

 

子育て世帯の安心できる暮らしを地域全体で支えるため、地域ファミリーサポートセンターを中心に子ど

もたちの預かりや送迎等のサポートができるネットワークを充実させます。 
 

◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

ファミリーサポートセンター
登録者（）は利用者延べ人数 

112 人 

（56 人） 

120 人 

（61 人） 

128 人 

（66 人） 

136 人 

（71 人） 

144 人 

（76 人） 

152 人 

（81 人） 
 

≪主な活動項目≫ 

● 上天草市ファミリーサポートセンター事業    

◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・ファミリーサポートセンター等の支援を受けながら、仕事と子育ての両立による子ども

の健全育成に努める。 

んなでできること 

（企業・団体等） 
・子育て経験者等で子育てを支援したい市民がファミリーサポートセンターに登録する。 

行政がすべきこと ・ファミリーサポートセンター等のネットワークの運営を支援する。 

【目標指標（成果指標）】  
●子育てに不安感や負担感を感じない割合 （市民意識調査）      ＜H35 年度目標値 ４５．0 ％＞  

施策１９ 課題４ 
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第２章 基本戦略 
 

１． 産業    

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 雇用を支えてきた地域の産業の新たな可能性の創造に向けた支援が求められます。 

商工業、海運業等が地域の雇用を支える産業として活性化できるよう、経営支援等の取組みが求められます。 

 

課題２ 多様な形態による企業の誘致・産業育成による雇用の拡大が求められます。 

地域の雇用の拡大をめざし、企業誘致に引き続き取り組むとともに、市民によるコミュニティビジネス等の多様なビジネ

スの起業機会が生まれるよう支援が求められます。 

 

課題３ 地域の人材が地元に就職できるよう就労に対する支援が求められます。 

中高生を中心に地域の人材が地元企業へ就職し、定着できるよう就労に向けた支援が求められます。 

 

課題４ 高齢者等の身近な暮らしを支える地域密着型商業の展開が求められます。 

高齢社会の進展にあわせ、身近な暮らしの買い物を支援できる地域商業の活動の充実が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

未来に向けて輝く「産業」づくり 

施策 13  
地域の産業・企業の活性化に向けた支援 

施策 14  
企業誘致の推進と起業化支援 

施策 15  
就労支援体制の充実 

戦略目標３：地域の産業・企業の再生・育成によ
り雇用を生む 

未来に向けて輝く「人」づくり 

戦略目標５：心身ともに健康でいきいきと暮らす
まちをつくる  

施策 23  
市民のコミュニティビジネスの育成 

未来に向けて輝く「地域」づくり 

戦略目標７：高齢社会に備えた安心、便利な生
活基盤をつくる 施策 30  

地域の支え合いのネットワークづくり 
（市民の暮らしを支える地場産業の育成） 
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施策の展開 

 

地域の産業・企業の活性化に向けた支援 

 

 

 

 

 

□ アクション２９．森林保全と多様な林業の開発  【農林水産課】 

 

森林の水源かん養、防災機能の維持のため、林業を通じた森林保全活動を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

森林間伐面積 61ha 72ha  83ha 94ha 105ha 116ha 

 

≪主な活動項目≫ 

● 森林保全（間伐）事業     ● 松くい虫防除事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・市民が進んで森林保全活動に参加する。 

みんなでできること 

（事業者等） 
・森林保全活動を通じた林業施業を実施する。 

行政がすべきこと ・林業従業者による森林の維持管理を支援し、森林資源を保全する。 

 

□ アクション３０．商工業、海運業の経営支援 【産業雇用創出課】 

 

地場産業の活性化を図るため、経営支援等により積極的に産業振興を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

新規船員雇用者数 10 人 10 人 10 人 10 人 10 人 10 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 商工振興対策事業   ● 海運振興対策事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・商工会等の地場産業支援策を理解するとともに、必要な協力を行う。 

みんなでできること 

（事業者等） 

・商工会等を中心に地場産業の活性化に向けた取組みを進める。 

・地域に密着した商業振興に向けた取組みを進める。 

行政がすべきこと ・商工会と連携し地場産業の経営を支援する。 

 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●製造品出荷額        ＜H35 年度目標値  ８千万円増加＞    
●小売業年間販売額     ＜H35 年度目標値  ６千万円増加＞ 
 

施策１３ 課題１ 
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企業誘致の推進と起業化支援／市民のコミュニティビジネスの育成 

 

 

 

 

 

□ アクション３１．企業誘致の推進 【産業雇用創出課】 

 

郷友会等との連携を活かした企業誘致を推進し、地元の雇用の確保に努めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

企業誘致件数 4 件 9 件 14 件 19 件 24 件 30 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 企業誘致事業   ● 経済振興戦略会議事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・郷友会の活動を理解し、郷友会との結び付きを深める。 

みんなでできること 

（事業者等） 
・行政と連携した情報収集と民間交流を進め、企業誘致に努める。 

行政がすべきこと 
・関東、関西天草郷友会との交流、既存誘致企業の関連企業訪問により企業誘致活

動を進める。 

 

□ アクション３２．新たな起業家の育成支援 【産業雇用創出課】 

 

市民による商品・サービスの開発、販売等、身近な部分で収益をあげる起業家の育成を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

新たな起業件数 0 件 1 件 2 件 3 件 4 件 5 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 産業雇用創出事業   ● コミュニティビジネスの育成 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・観光等による新たなビジネスの起業をめざす。 

みんなでできること 

（事業者等） 
・市民の起業化育成に向けた技術的支援を行う。 

行政がすべきこと ・研修機会を創造し、起業に向けた機会づくりを行う。 

 

 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●企業誘致・起業化育成による経済効果（売上額）    ＜H35 年度目標値   ２億円＞  

●コミュニティビジネスに参加する市民の数   ＜H35 年度目標値   ８０人＞  
 

施策１４（２３） 課題２ 
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就労支援体制の充実 

 

 

 

 

□ アクション３３．就労を促進するための職業訓練や相談窓口の充実 【産業雇用創出課】 

 

中高生の地元就職に向けた研修機会を拡充するとともに、中高年、女性等の就労を促進するため、情報提

供・相談支援を充実させます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

研修事業の実施件数 3 件 4 件 6 件 7 件 8 件 10 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 企業誘致事業   ● 経済振興戦略会議事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・就労訓練等を通じて地元企業への関心を高め、就業をめざす。 

みんなでできること 

（事業者等） 
・中高生を中心に地元就職に向けた情報提供やインターン等の受入支援を行う。 

行政がすべきこと 
・就職情報の提供・相談体制を拡充するとともに、インターン等の実施による地元就職

を促進する。 

 

地域の支え合いのネットワークづくり 

□ アクション６１．市民の暮らしを支える地域産業の育成 【産業雇用創出課】 

 

地元商店による交通弱者に対する日常物資の宅配サービスを展開するなど、市民の暮らしを支える視点に

たった地域産業の育成を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
地域商業による宅配サービ

スの実施エリア件数 
0 件 0 件 1 件 2 件 3 件 4 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 地域密着型商業サービスの展開     

◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・宅配サービス等を活用することで、暮らしを支える地場産業を守る。 

みんなでできること 

（事業者・団体） 
・高齢社会のニーズにあった宅配や買い物支援等のサービスを提供する。 

行政がすべきこと ・地場産業のサービス展開を支援する。 

【目標指標（成果指標）】  
 
●中高生の地元就職者数  ＜H35 年度目標値    ６０人＞    
 

施策１５ 課題３ 

施策３０ 課題４ 
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２． 教育    

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 市民が学びを通じて生きがい、ふれあいの生まれる場づくりが求められます。 

市民が身近な学びと交流を通じて、生き生きとした暮らしが実現のできる場づくりが求められます。 

 

課題２ 市民の健康づくりや交流を広げるスポーツ活動の充実が求められます。 

幅広い市民がスポーツを楽しむことで、健康増進や市民交流を広げることができる環境づくりが求められます。 

 

課題３ 地域の歴史文化の継承と文化度の高いまちづくりが求められます。 

市民が地域の歴史文化を保存・継承し、文化にふれ、自主的に文化活動に取り組む環境づくりが求められます。 

 

課題４ 市民が互いを尊重し、交流を通じて連帯する地域社会が求められます。 

市民一人ひとりが平等に暮らし、地域社会の中でともに連帯する環境づくりが求められます。 

 

 

施策の展開 

 

身近な地域の学びと社会参加の場づくり 

 

 

 

 

 

 

□ アクション４４．図書館、公民館、廃校等を活用した地域の学びと交流拠点の充実 

施策 24  
スポーツ活動を通じた市民交流の拡大 

施策 26  
交流を通じた市民相互の連帯感の醸成 

戦略目標６：多様な交流によりふるさとへの愛情
と誇りを育てる  

未来に向けて輝く「人」づくり 

戦略目標５：心身ともに健康でいきいきと暮らす
まちをつくる  

施策 21  
身近な地域の学びと社会参加の場づくり 

【目標指標（成果指標）】  
 
●公民館等での講座・教室へ年間参加者数     ＜H35 年度目標値   600 人 ＞  
 

施策２１ 課題１ 

施策 25  
郷土の自然・文化にふれ学ぶ機会づくり 
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  【社会教育課】 
 

図書館機能の充実と公民館や廃校を活用した生涯学習活動を充実させ、地域の身近な学びと交流環境をつく

ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

公民館等の学習講座数 30 講座 31 講座 32 講座 33 講座 34 講座 35 講座 

図書館貸出数（人口 100 人
当たり） 

152 冊 154 冊 156 冊 158 冊 160 冊 162 冊 

 

≪主な活動項目≫ 

● 生涯学習推進事業   ● 図書館管理運営事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・図書館、公民館を利用し、生涯学習活動を行う。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・地域の人材を活用した市民の身近な学習・交流の場づくりを進める。 

行政がすべきこと 
・図書館や公民館を市民がより利用しやすい場とするよう努める。 

・若年層等の社会参加を促進する交流の場づくりを支援する。 

 
 

スポーツ活動を通じた市民交流の拡大 

 

 

 

 

□ アクション４７．市民のスポーツ機会の充実 【社会教育課】 

 

多くの市民がスポーツに親しみ、交流が生まれる機会を増加させるため、交流イベント開催、総合型地域

スポーツクラブの育成・普及を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
総合型地域スポーツクラブ
会員数 

752 人 800 人 850 人 900 人 950 人 1,000 人 

スポーツ施設利用者数 103,890 人 104,000 人 104,100 人 104,200 人 104,300 人 104,400 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 総合型地域スポーツクラブ支援事業   ● 上天草市体育協会支援事業 
● 体育施設管理運営事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・スポーツ施設の利用やスポーツイベントに参加する。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・各協会が主体となってスポーツイベントの企画運営を自主的に行う。 
・体育協会の指導者を養成し、スポーツ愛好団体に派遣を行う。 

行政がすべきこと ・スポーツ施設の環境整備、体育協会等の活動支援を行う。 

【目標指標（成果指標）】  
 
●スポーツイベントに参加する市民の数     ＜H35 年度目標値 5,000 人 ＞  
 

施策２４ 課題２ 
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□ アクション４８．スポーツ合宿の誘致、市外交流スポーツイベントの充実 【社会教育課】 

 

スポーツ施設等を有効に活用し、市外からのスポーツ合宿やスポーツイベントを誘致します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

スポーツ合宿年間参加団体数 30 団体 34 団体 38 団体 42 団体 46 団体 50 団体 

 

≪主な活動項目≫ 

● 天草パールラインマラソン大会補助事業   ● スポーツ合宿誘致事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・スポーツイベントを通じて交流を行う。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・体育協会等のネットワークを生かした合宿及び大会誘致を進める。 

行政がすべきこと ・県・全国レベルのスポーツ大会やスポーツ合宿を誘致する。 

 
 

郷土の自然・文化にふれ学ぶ機会づくり 

 

 

 

 

□ アクション４９．地域の歴史資産の調査研究・保存・発信 【社会教育課】 

 

地域の歴史資産を調査・研究し、市民や観光客へ公開することで、交流拡大を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

指定文化財数 40 件 41 件 42 件 43 件 44 件 45 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 文化財保護事業    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地域の伝統文化や歴史を学び、地域への理解を深める。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・文化財を守り、伝える市民活動団体を増やす。 

行政がすべきこと 
・市の歴史や文化財を調査・研究し、記録するとともに、市民や観光客が触れる機会を

増やす。 

 

 

 

施策２５ 課題３ 

【目標指標（成果指標）】  
 
●「文化に親しむ」市民の割合（市民意識調査）  ＜H35 年度目標値  ２０．０ ％ ＞  
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□ アクション５０．地域の伝統行事・祭りの継承 【社会教育課】 

 

地域の祭りや伝統行事にふれることで、地域を愛する担い手を育てていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

伝統行事の保存グループ

数 
12 団体 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 12 団体 

 

≪主な活動項目≫ 

● 地域の伝統行事・祭りの継承    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地域の祭りなどに積極的に参加し、ふるさとの良さを大事にする。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・保存団体、コミュニティ等が協力し、地域の伝統行事の継承に努める。 

行政がすべきこと ・文化協会等を通じて伝統行事の継承活動を支援する。 

 

□ アクション５１．市民の文化鑑賞機会の充実 【社会教育課】 

 

市民が音楽等の質の高い文化にふれながら、幅広い交流の生まれる機会を拡大させます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

音楽イベント等の文化鑑賞

機会の年間開催数 
１回 1 回 1 回 1 回 2 回 2 回 

 ※社会教育課の自主開催事業のみ 
 

≪主な活動項目≫ 

● 音楽等の文化イベントの開催    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・質の高い文化に触れることにより豊かな心を養う。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・文化鑑賞機会の企画・運営に努める。 

行政がすべきこと 
・多くの市民が質の高い文化に触れ、これらを身近に感じる交流の場を提供する。ま

た、民間活動を支援していく。 
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□ アクション５２．市民の文化活動の促進 【社会教育課】 

 

市民の文化活動を促進し、文化を通じた生きがいづくりや市民交流の拡大を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

文化協会会員数 590 人 592 人 594 人 596 人 598 人 600 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 市民の文化振興事業    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・文化活動を通じて、創造性豊かなこころを育てる 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 

・文化協会等を中心に市民の文化活動への参加を支援するとともに、多様な発表機会

をつくる。 

行政がすべきこと ・文化協会等をはじめとした市民の文化活動を支援する。 

 

交流を通じた市民相互の連帯感の醸成 

 

 

 

 

 

 

□ アクション５３．人権尊重・男女共同参画の推進 【社会教育課】【総務課】 

 

市民一人ひとりが互いを尊重し、共生する人権尊重・男女共同参画の社会をつくります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
審議会等への女性登用率

（男女共同参画） 
23.3％ 25.0％ 27.5％ 30.0％  32.5％ 35.0％ 

人権講演会等の開催数 26 回 29 回 30 回 31 回 33 回 34 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 人権講演会事業    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・人権を尊重し、共生の社会づくりに努める。 

・男女が平等に社会活動を営む社会づくりに努める。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） ・家庭、地域、学校、職場などで人権を尊重し、男女共同参画の社会づくりに努める。 

行政がすべきこと ・関係機関と連携して人権を尊重し、男女共同参画のまちづくりを推進する。 

施策２６ 課題４ 

【目標指標（成果指標）】  
 

●男女共同参画が進んでいると思う市民の割合（市民意識調査）    ＜H35 年度目標値  ５０．０ ％ ＞  

●人権が守られていると思う市民の割合（市民意識調査）         ＜H35 年度目標値  ６０．０ ％ ＞  

●市外との交流人口の拡大                           ＜H35 年度目標値  １，０００ 人 ＞ 
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□ アクション５４．市外との交流の拡大、国際交流の推進 【企画政策課】 

 

市外の本市出身者との交流や国際交流を深めます。また、子ども等に対し社会性や国際感覚の醸成を図っ

ていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

青少年人材育成海外派遣

事業への年間参加者数 
4 名 10 名 10 名 10 名 10 名 10 名 

市外の市出身者で構成す

る郷友会との交流回数 
6 回 8 回 10 回 12 回 14 回 16 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 青少年海外派遣事業    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・多様な社会交流・国際交流に参加し、理解を深める。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・子ども等の交流活動を支援する。 

行政がすべきこと ・市民の域外交流や国際交流の機会をつくる。 
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３． 医療・福祉    

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 市民が健康増進に対する関心を高め、いつまでも健康を継持する環境づくりが求められます。 

高齢化が進む中、より多くの市民が生涯にわたって健康であるよう、日ごろから健康を意識し、積極的に健康増進活動

に参加する環境づくりが求められます。 

 

課題２ 高齢者・障がい者が生きがいをもって社会に参加できる機会の拡大が求められます。 

高齢者や障がい者が地域社会の中で自立と生きがいをもって生き生きとした暮らしを送れるよう、様々な分野の社会参

画や就労機会の拡大が求められます。 

 

課題３ 市民が安心して医療サービスが受けられる環境づくりが求められています。 

救急医療を含めた市民の安心できる医療体制の充実が求められます。 

 

課題４ 高齢者・障がい者が安心して暮らすことができる福祉環境の充実が求められています。 

高齢化がさらに進む中、高齢者、障がい者の暮らしをサポートする福祉環境の充実が求められます。 

 

課題５ 地域の安全な暮らしを支える市民間のネットワークづくりが求められています。 

高齢者や障がい者への支援をはじめ、防災・防犯等の市民が安全な暮らしをおくれるよう、地域内の市民同士のネット

ワークの強化が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来に向けて輝く「人」づくり 

戦略目標５：心身ともに健康でいきいきと暮らす
まちをつくる  

施策 20  
健康に対する市民意識の向上 

施策 22  
高齢者・障がい者の活躍する場の拡大 

未来に向けて輝く「地域」づくり 

戦略目標７：高齢社会に備えた安心、便利な生
活基盤をつくる  

施策 29 
安心を生む福祉環境の充実 

施策 28  
医療環境の充実 

施策 30 
地域の支え合いのネットワークづくり 
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施策の展開 

 

健康に対する市民意識の向上 

 

 

 

 

□ アクション４２．市民の健康への関心喚起、健診受診の促進 【保健課】【健康づくり推進課】 

 

市民の健康管理や疾病予防に関する意識を高め、特定健診及びがん検診の受診や健康づくりに取り組む市

民を増やします。また、市民のこころの健康づくりに取り組みます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

特定健診受診率 
27.8% 

（H23) 
40.0％ 50.0％ 60.0％ 60.0％ 60.0% 

 

≪主な活動項目≫ 

● 健康増進事業   ● 心の健康づくり事業  

◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・市民一人ひとりが自らの健康状態を知り、日ごろから健康の継持増進に努める 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・声を掛け合って健診を受ける。 

行政がすべきこと ・市民の健康を増進するための啓発活動及び健診等を実施する。 

 

□ アクション４３．保健指導活動の充実による生活習慣病の発症及び重症化の予防 
                                           【保健課】【健康づくり推進課】 

 

健診結果に基づく保健指導を充実し、増加する腎臓病などの生活習慣病の発症及び重症化を予防します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

特定保健指導率 
36.3％

（H23) 
55.0％ 60.0％ 60.0％ 60.0％ 60.0% 

 

≪主な活動項目≫ 

● 健康増進事業    

◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・健診を受診し、保健指導を受けながら自らの健康管理に努める 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・地域における生活習慣を見直す。 

行政がすべきこと ・健診に対する保健指導を徹底し、生活習慣病の発症及び重症化を予防する。 

  

【目標指標（成果指標）】  
 
●特定健診・がん検診などの住民健診申込率      ＜H35 年度目標値 ６５．０ ％＞  
 

施策２０ 課題１ 
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高齢者・障がい者の活躍する場の拡大 

 

 

 

 

 

□ アクション４５．高齢者の社会参加機会の充実  【高齢者ふれあい課】 

 

高齢者が教育等の様々な社会活動に貢献する機会をつくり、生きがいをもって社会参画のできる環境をつ

くります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
60 歳以上の高齢者のシ
ルバー人材センター会員
の割合 

1.6％ 1.6％  1.6％ 1.7％ 1.7％ 1.7％ 

 

≪主な活動項目≫ 

● 老人クラブ活動等事業   ● シルバー人材センター事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・高齢者が自身の知恵と技術を生かし、ボランティアに参加することで生きがいのある 

暮らしを送る。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・高齢者の人材を活用し、様々な地域活動を充実させる。 

行政がすべきこと 
・シルバー人材センターや観光ガイド等様々なボランティア活動への高齢者の参加促

進を図る。 

 

□ アクション４６．障がい者の自立支援  【福祉課】 

 

障がい者の就労や社会参加の機会を確保し、自立した生活ができるよう支援します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

就労支援関連事業利用者数 67 人 84 人 89 人 94 人 99 人 104 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 障がい者の就労支援     

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・障がい者に対する理解を深め、地域社会の中で自立した生活ができるよう支援する。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 

・障がい者の社会参加活動を充実させる。 

・障がい者の就労機会の場づくりに努める。 

行政がすべきこと ・市民の障がい者への理解促進と就労・社会参加機会の拡大に向けた支援を行う。 

【目標指標（成果指標）】  
 
●ボランティア活動に参加する高齢者率（60 歳以上の高齢者のシルバー人材センター会員の割合）  

＜H35 年度目標値 １．８％＞  
●（要検討）障がい者自立支援法のサービス利用者数   ＜H35 年度目標値 ７８５人＞ 

施策２２ 課題２ 
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医療環境の充実 

 

 

 

 

 

□ アクション５６．医療体制の充実  【保健課】 【上天草総合病院】 

 

市民が安心して医療サービスを受けることができるよう、上天草総合病院を核に市内及び天草地域医療セ

ンター等との連携による広域の医療体制を充実させます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

公立病院の常勤医師数 19 人 19 人 20 人 20 人 21 人 22 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 上天草総合病院の支援と湯島へき地診療所支援の運営   ● 緊急通報システムの運用  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・日常のかかりつけ医を決めておくとともに、健康継持に努める。 

みんなでできること 
（病院等） 

・いつでも安心して必要な医療が受けられるような医療体制を整える。 

行政がすべきこと ・公立病院における医療体制の充実に努める。 

 

安心を生む福祉環境の充実 

 

 

 

 

□ アクション５７．高齢者が安心して暮らせる福祉環境づくり  【高齢者ふれあい課】 

 

高齢者が生涯にわたり、健康に暮らせるよう、介護予防活動の充実を図るともに、要介護者やその家族が

安心して日常生活を過ごすことができるよう、在宅福祉を中心に福祉サービスの充実を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

あっぷあっぷさろん参加者数 995 人 1,010 人 1,020 人 1,020 人 1,020 人 1,020 人 

ひだまりさろんの実施件数 34 件 38 件 40 件 42 件 44 件 46 件 

居宅介護サービス受給率

（居宅介護サービス受給者

数/要介護認定者数） 

48.6%      

（1,089 人

/2,237 人） 

48.9% 

（1,123 人

/2,292 人） 

49.2% 

（1,143 人

/2,321 人） 

49.5% 

（1,164 人

/2,350 人） 

49.7% 

（1,185 人

/2,380 人） 

50.0％ 

（1,205 人

/2,409 人） 

【目標指標（成果指標）】  
 
●住みよいまちにしていくために取り組むべき施策の「医療の充実」の「最優先に取り組むべき」の割合 

（市民意識調査）   ＜H35 年度目標値 ２０．０％＞  

施策２８ 課題３ 

【目標指標（成果指標）】  
 
●要介護認定者率     ＜H35 年度目標値 ２１．０％＞  

施策２９ 課題４ 
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≪主な活動項目≫ 

● 介護予防事業 ● あっぷあっぷさろん／ひだまりさろん事業 
● 居宅介護（予防）サービス事業   ● 地域包括支援センター運営事業  
● 地域支援事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・介護度が重度化しないよう、また介護状態とならないよう予防に努める。 

みんなでできること 

（福祉施設・団体） 

・要援護者が現在の家に住み続けることができるよう必要な介護（予防）サービスを提

供する。 

行政がすべきこと ・必要な介護（予防）サービスが身近に提供される体制づくりを推進する。 

 

□ アクション５８．障がい者が安心して暮らせる福祉環境づくり  【福祉課】 

 

障がい者が地域社会の中で安心して日常生活を送ることができ、社会参加や就業により自立した生活がで

きるよう、福祉サービス、相談支援を充実させます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

日中系・訪問系利用者数 204 人 253 人 268 人 282 人 296 人 310 人 

地域生活支援事業利用者数 403 人 425 人 440 人 455 人 470 人 485 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 日中一時支援事業   ● 地域生活支援事業 
 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・様々な支援サービスを受けながら障がい者が自立した生活に努める。 

みんなでできること 
（福祉施設・団体） 

・障がい者が社会の中で安心して暮らせるよう、様々な生活、就労等の相談・支援サ
ービスを提供する。 

行政がすべきこと ・必要な介護サービスが身近に提供される体制づくりを推進する。 

 

□ アクション５９．低所得者福祉への対応  【福祉課】 

 

増加する生活保護世帯に対する経済的な支援及び自立した生活に向けた支援を行います。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

保護世帯の自立廃止数 2 世帯 3 世帯 3 世帯 4 世帯 4 世帯 5 世帯 

 

≪主な活動項目≫ 

● 生活保護適正実施推進事業    
 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・経済的な生活困窮者が自立した日常生活が送れるよう努める。 

みんなでできること 
（福祉施設・団体） ・地域での見守りを行い、生活困窮者が孤立しないよう支援する。 

行政がすべきこと 
・最低限度の生活を保障するとともに、自立の可能性のある被保護者に対し、積極的

な自立に向けた支援を行う。 



77 

 

地域の支え合いのネットワークづくり 

 

 

 

 

 

□ アクション６０．小地域ネットワークの強化  【福祉課】 

 

各行政区等で小地域ネットワークを構築し、高齢者の見守りや災害時の要援護者支援等、福祉から防災・

防犯・交通安全まで地域の安全な暮らしを支える環境をつくります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

小地域ネットワークの設置率 73.9% 78.0% 81.0% 84.0% 87.0% 90.0% 

 

≪主な活動項目≫ 

● 小地域ネットワーク推進事業    

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・健康管理に努め、地域との交流ができるように各地域のネットワークを理解し、取組

みに参画する。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・地域住民の小地域ネットワークの連携・交流を強化する。 

行政がすべきこと ・小地域ネットワークの構築及び運営を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●小地域ネットワークの設置率      ＜H35 年度目標値 ９０．０％＞ 

 

施策３０ 課題４ 
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４． 生活環境・都市基盤・環境保全   

 

【まちづくりの戦略目標における位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略目標の達成に向けて求められる課題 

 

課題１ 市民の暮らしの利便性を高める交通環境づくりが求められます。 

交通弱者等の日常生活の移動手段である公共交通を継持するとともに、道路環境を整備し、利便性の高いまちづくり

がもとめられます。 

 

課題２ 多発化する風水害・震災に備えた災害に強い地域づくりが求められます。 

大規模風水害等の増加に備えた災害に強い地域をつくるため、災害危険個所の整備や市民による災害時の防災体

制の強化が求められます。 

 

課題３ 新たな定住・移住を促進する居住環境の整備が求められています。 

安定した人口を確保するため、定住・移住ニーズをとらえた居住環境整備や定住・移住支援等の促進策が求められま

す。 

 

課題４ 美しい自然環境・自然景観の保全と環境にやさしいまちづくりが求められます。 

地域の貴重な財産である海、山の自然環境を保全する環境にやさしいまちづくりに市民・企業・行政が一体となり取組

む環境づくりが求められます。 

 

 

 

 

 

 

未来に向けて輝く「地域」づくり 

戦略目標７：高齢社会に備えた安心、便利な生
活基盤をつくる  

施策 28  
利便性の高い道路交通ネットワークの充実 

施策 31  
災害に強い地域づくり、市民の防犯・防災意識の向上 

戦略目標８：自然志向・健康志向の都市住民の
移住・定住を促進する  

施策 32  
ニーズを捉えた居住環境の整備 

施策 33  
新たな定住者に対する支援策の充実 

戦略目標９：自然資源を守り、美しい景観をつく
る 

施策 34  
自然を守り伝える環境づくり、景観保全の強化 

施策 35  
日常生活から見直す環境にやさしいまちづくり 

施策 36  
地球的視野にたった資源・環境対策の推進 
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施策の展開 

 

利便性の高い道路交通ネットワークの充実 

 

 

 

□ アクション１０．利便性の高い道路交通ネットワークの充実  【企画政策課】 

 

市民（観光客含む）の生活交通を継持するため、公共バス等を活用した観光循環交通システムを展開する

とともに、新たな交通経路の開発を検討します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

生活交通バスの年間利用者数 234,961 人 236,135 人 237,316 人 238,503 人 239,696 人 240,894 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 公共交通対策事業 ● 乗合タクシー事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・公共交通機関に関する地域の意向調査等への協力、運行形態の検討及び積極的な

利用等を行う。 

みんなでできること 
（コミュニティ・団体） 

・交通管理者においては、運行計画の作成協力等行い、また交通事業者においては
利用促進活動や運行の実施等を行う。 

行政がすべきこと ・運行計画立案や事業者に対し運行支援等を実施する。 

 

□ アクション５５．道路環境の整備・充実／港湾の整備（海上交通の環境整備）  【建設課】 

 

幹線道路を中心とした道路環境の整備・充実を進め、暮らしの利便性の高い基盤づくりを進めます。また、

歩道・安全施設の整備により、子どもや高齢者にやさしい道路環境づくりを進めます。 

利用船舶の安全性を確保するため、港湾整備を県に要望しながら進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

1 級 2 級市道改良率 51.3％ 52.2％ 53.1％ 54.0％ 55.0％ 56.0％ 

市道舗装率 88.9％ 90.8％ 92.7％ 94.6％ 96.6％ 98.6％ 

港湾整備（江樋戸港・小泊港） ⇒ ⇒ ⇒ 
江樋戸港 

整備完了   

 

≪主な活動項目≫ 

● 道路維持事業    ●港湾建設事業 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・道路の維持・管理に関し、市民ボランティア等による清掃活動等への参加を行う。 

みんなでできること 

行政がすべきこと 
・幹線道路を中心とした道路環境を整備する（県への整備促進含む）。 

・子どもや高齢者の安全を確保する歩道・安全施設を整備する。 

【目標指標（成果指標）】  
●公共交通機関の年間利用者数      ＜H35 年度目標値   256,000 人＞  
 

施策２７ 課題１ 
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災害に強い地域づくり、市民の防犯・防災意識の向上 

 

 

 

 

□ アクション６２．災害に強い基盤整備  【建設課】【農林水産課】 

 

大規模風水害等による被害を最小限に抑えるため土砂災害や河川氾濫を予防する治山・治水事業を進めま

す。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

土砂災害等危険個所の整

備箇所（単県治山事業） 
3 箇所 3 箇所 ３箇所 3 箇所 3 箇所 3 箇所 

 

≪主な活動項目≫ 

● 治山事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・災害等危険個所に関する情報の提供を行う。 

みんなでできること 

行政がすべきこと ・治山・治水事業による災害被害を予防する基盤を整備する。 

 
 

□ アクション６３．市民の防災意識向上・自主防災組織（災害時要援護者支援体制）の充実 
                                           【総務課】【危機管理防災室】 

 

市民の防災意識を高めるとともに、小地域ネットワークによる身近な地域の災害時における要援護者等の

避難体制を強化します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

総合防災訓練の実施回数 1 回  １回 １回 １回 １回 2 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 防災訓練事業     

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・防災意識を高め、災害時の地域内での避難協力体制を理解する。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・地域の自主防災組織（小地域ネットワーク）の組織化を進め、避難体制を強化する。 

行政がすべきこと ・防災訓練等の実施による市民の防災意識の啓発や自主防災組織設立の支援をする。 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●火災発生件数 ＜H35 年度目標値  ４件＞ 
●刑法犯認知件数 ＜H35 年度目標値  １件＞ 
●交通事故発生件数 ＜H35 年度目標値  ６０件＞ 

施策３１ 課題２ 
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□ アクション６４．消防体制・防災施設の充実   【総務課】【危機管理防災室】 

 

市民の火災予防や初期消火のための意識を高めるともに、常備消防の消防団員の確保に努めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

自主防災組織による初期

消火訓練の実施回数 
1 回  2 回 2 回 3 回 3 回 3 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 消防団員訓練事業 ●非常備消防事業 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・火災予防や初期消火のための意識を高める。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 

・消防団員を確保に努め、消防体制の維持に努める。 

・消火栓・防火水等の設備更新等により消防力を強化する。 

行政がすべきこと ・火災予防に対する啓発活動を進める。 

 

□ アクション６５．防犯対策・交通安全対策の充実  【総務課】 

 

犯罪被害や交通事故から市民を守るため、防犯・交通安全に対する意識啓発を進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

交通安全教室の実施回数 4 回 4 回 4 回 4 回 4 回 4 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 交通安全啓発事務事業 ●防犯灯維持管理等事業 

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 交通安全や防犯に対する理解を深める。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 

・小地域ネットワークを活用し、見守り活動を実施する。 

・消費者トラブル等に対する防犯予防対策、交通安全対策を啓発・広報する。 

行政がすべきこと 
・防犯灯や交通安全施設を設置する。 

・交通安全・防犯に対する啓発活動を実施する。 
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ニーズを捉えた居住環境の整備／新たな定住者に対する支援策の充実 

 

 

 

 

 

□ アクション６６．ニーズを捉えた居住環境整備  【都市整備課】 

 

既存の市営住宅の維持・管理を図るとともに、都市住民のニーズを捉えた居住環境を民間事業者と連携し

整備します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

市営住宅の居住世帯数 250 世帯 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 250 世帯 

 

≪主な活動項目≫ 

● 市営住宅管理事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・移住者の文化・生活習慣の違い等に対し地元住民が理解する。 

みんなでできること 

（事業者・団体） 
・行政と連携し定住者のニーズにあった住宅を整備・供給する。 

行政がすべきこと 
・既存の市営住宅を維持・管理を図る。 

・新たな定住者向け住宅の整備を事業者と連携し整備する。 

 

□ アクション６７．移住相談・定住情報発信の充実  【企画政策課】 

 

移住希望者に対する移住情報及び相談体制を充実させるとともに、移住者で構成される「上天草市セカン

ドライフ支援ネットワーク」の活動を充実させ、また「移住相談アドバイザー」による移住後のフォローを

強化します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

移住相談アドバイザーへの

相談件数 
200 件 220 件 240 件 260 件 280 件 300 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 移住促進事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・地元住民の移住者との交流を促進する。 

みんなでできること 

（事業者・団体） 

・移住者の移住・定住の受け皿となる住宅情報を提供するとともに、スムーズな移住が

できるよう「上天草市セカンドライフネットワーク」による支援を充実する。 

行政がすべきこと ・移住希望者に対する移住情報及び相談体制を充実する。 

【目標指標（成果指標）】  
 
●定住希望者向け住宅への入居者数 ＜H35 年度目標値  250 世帯＞ 
●体験居住への参加者数     ＜H35 年度目標値  ３０ 人＞ 
 

施策３２・３３ 課題３ 
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□ アクション６８．短期・中期の体験居住の推進 【企画政策課】 

 

移住に関心のある人が市内での暮らしを体験する機会として、短期・中期的な体験居住ができるプログラ

ムを開発し、移住者の拡大につなげていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
体験居住（ショートステイ・ミ

ドルステイ）プログラムの実

施回数 

5 回 6 回 7 回 8 回 9 回 10 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 空き家等を活用した体験居住プログラムの実施  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 短期・中期的な居住体験へ貸出できる空き家を提供する。 

みんなでできること 

（事業者・団体） 

・移住希望者が体験居住を通じて上天草市への移住に対する関心が高まるよう、市民

との交流や市内の案内等のサポートを行う。 

行政がすべきこと 
・市内の空き家を調査し、体験居住への活用が可能となるよう所有者との調整及び環

境整備を行う。 

 

 

自然を守り伝える環境づくり、景観保全の強化  

 

 

 

 

□ アクション６９．市民の自主的な環境保全活動の促進 【環境衛生課】【企画政策課】 

 

環境教育を通じて市民の環境に対する理解、意識を高め自主的な環境保全活動への参画を促進します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

アダプトプログラム登録団体数 5 団体 7 団体 9 団体 10 団体 11 団体 12 団体 

子どもエコクラブ参加団体数 0 団体 2 団体 5 団体 6 団体 7 団体 8 団体 

 

≪主な活動項目≫ 

● アダプトプログラム事業   ● 子どもエコクラブ事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・環境教育活動に参加し、環境に対する理解を深める。 

みんなでできること 

（コミュニティ・企業団体） 

・環境保全に取り組む団体をつくる。 

・地域住民による森林・農地の保全活動に取り組む。 

行政がすべきこと 
・学校、地域における環境教育を推進する。 

・市民・団体の環境保全・美化活動を支援する。 

【目標指標（成果指標）】  
 
●環境保全イベントへの年間参加者数 ＜H35 年度目標値 11,000 人＞ 
 

施策３４ 課題４ 
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□ アクション７０．計画的な景観保全に向けた取り組みの強化（条例等による規制強化） 
                                                 【都市整備課】 

 

観光地周辺を中心に美しい景観の維持・向上に市民・事業者・行政が一体となり取組むとともに、景観条

例を制定し、不適切な景観物の規制を強化します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

景観条例の制定    制定    

 

≪主な活動項目≫ 

● 景観条例の制定  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・清掃美化活動や景観保全・環境保全活動に参加する。 

みんなでできること 

（コミュニティ・企業団体） 
・地域・事業者による身近な環境美化活動に取り組む。 

行政がすべきこと ・景観条例を制定し、美しい景観を維持するための規制を強化し、取り締まりを行う。 

 
 

日常生活から見直す環境にやさしいまちづくり  

 

 

 

 

 

□ アクション７１．適正な生活排水処理の推進による河川・海の環境保全  
【都市整備課】【環境衛生課】【水道局】 

 

地域の貴重な財産である美しい河川・海の環境を守るため、下水道への加入促進・浄化槽の普及促進、水

道の適正な供給できる環境づくりを行っていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

生活排水施設普及率 44.0% 45.2% 46.4% 47.6% 48.8% 50.0% 

 

≪主な活動項目≫ 

● 海の環境再生事業 ● 浄化槽設置助成事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） 
・海の環境保全の視点に立ち、日常生活における水質浄化に取り組む（エコ洗剤の活

用など） 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 

・コミュニティや市民団体による排水対策・水質浄化に取り組む 

・藻場育成による水質浄化に取り組む。 

行政がすべきこと 

・浄化槽の普及促進による生活排水の適正な処理を図る。 

・水道の適正管理を行う。                                 

・下水道への加入促進を図る。 

 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●公共用水域〈海域〉の水質（COD※環境基準）の達成率 ＜H35 年度目標値  １００．０％＞ 
 

施策３５ 課題４ 
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□ アクション７２．適正なゴミ処理の推進  【環境衛生課】 

 

市民、事業者がともにごみの分別、減量化、リサイクル活動に取り組み、資源を有効に活用する循環型社

会をつくります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

リサイクル率 11.2% 14.0% 15.0% 16.0% 17.0% 18.0% 

 

≪主な活動項目≫ 

● ごみ減量化対策事業 ● 家庭ごみ処理事業  

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・無駄なゴミをつくらず、分別・リサイクルによるゴミの適正な処分に努める。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・ゴミの減量化に努めるともに、不法投棄や野焼き等を防止する。 

行政がすべきこと 
・適正なゴミの回収・処分体制を徹底する。 

・広報等の啓発活動を通じてゴミ減量化・リサイクルを推進する。 

 

 

地球的視野にたった資源・環境対策の推進  

 

 

 

 

□ アクション７３．再生可能エネルギーの活用 【環境衛生課】 

 

太陽光発電の設置、木質バイオマス、アグリバイオマスの推進等による再生可能エネルギーの導入を推進

し、地球視野に立った環境にやさしいまちづくりを進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

市内における太陽光発電

の設置率 
6.5% 9.0% 11.0% 13.0% 15.0% 17.0% 

 

≪主な活動項目≫ 

● 住宅用太陽光発電システム設置費補助事業   

 
◆協働のまちづくり指針 

ひとりでできること（市民） ・エコカーの購入や住宅用太陽光発電システムの設置を行う。 

みんなでできること 

（コミュニティ・団体） 
・ハイブリッド車の導入や新エネルギー設備の導入等を進める。 

行政がすべきこと 
・ハイブリッド車の導入や新エネルギー設備の導入等を進める。 

・廃材や生ゴミ等のバイオマスの利活用によるエネルギー開発を進める。 

 

【目標指標（成果指標）】  
 
●市の事務事業に伴う CO2 排出量    ＜H35 年度目標値 3,825,681kg-CO2＞ 
 

施策３６ 課題４ 
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第３章 計画の推進 
 

第 2 次上天草市総合計画に示す施策を着実に推進するため、市民と協働のまちづくり、スリムで効率

的な行政運営の実現、総合計画の評価管理の徹底を３つの柱とした計画の推進体制を確立します。 

 

１． 市民と行政の協働によるまちづくり   

 

まちづくりを共有できる情報発信・市民参加機会の拡大 

 

 

□ アクション７４．広報広聴活動・情報公開の充実  【市長公室】【議会事務局】 

 

広報紙や市ホームページ等での広報活動を充実させ、行政情報、議会の情報を市民へわかりやすく伝える

とともに、市政報告会、議会報告会等の開催により、市民の意見を聴く広聴機会（意見交換・交流）の充実

を図ります。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

議会広報の発行回数 4 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 4 回 

広報「上天草」の発行回数 12 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 12 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 広報広聴事業   ● 市民との意見交換会の実施 
● 議会広報発行事業  

 

 

 

各地域を支える行政区を核とした住民自治の促進 

 

□ アクション７５．行政区によるコミュニティ活動の充実  【総務課】 

 

行政区を中心とした円滑なコミュニティ活動を推進し、地域内のふれあい・支え合う交流活動を充実させ

ます。 

 

≪主な活動項目≫ 

● 住民自治運営・活動事業    

 

施策 37 

【目標指標（成果指標）】  
 
●有効な情報が迅速に伝達されていると思う人の割合（市民意識調査） ＜H35 年度目標値  80％＞ 
 

施策 38 
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□ アクション７６．地域リーダーの育成  【社会教育課】 

 

各地域の自治活動の中核となる地域リーダーを育成するため、各種研修機会を実施します。 

 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

地域リーダー育成研修会数 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 

 

≪主な活動項目≫ 

● 地域リーダーの人材研修機会の充実    

 

 

 

自主的な住民活動への支援／多彩な市民交流の拡大 

□ アクション７７．市民活動団体の育成・支援  【企画政策課】 

 

市民の多彩な交流と連携により自主的な住民活動の輪が広がるよう、まちづくり団体への支援等の環境づ

くりを進めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

まちづくり支援団体数 3 団体 4 団体 4 団体 5 団体 5 団体 5 団体 

 

≪主な活動項目≫ 

● 地域づくり団体等支援事業    

 

 

□ アクション７８．多様な市民交流・ネットワークの拡大  【社会教育課】 

 

各地区の公民館や空き施設を活用し、幅広い市民による自主的な交流活動を促進します。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

施設の利用者数 4,000 人 4,500 人 5,000 人 5,500 人 6,000 人 6,500 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 公民館利用促進事業    

 

 

 

 

 

 

 

施策 39 
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幅広い人材の交流・連携によるまちづくり 

□ アクション７９．本市に関わる市外の幅広い人材との交流・連携  【企画政策課】 

 

郷友会等の本市に関わる市外の幅広い人材と市民との交流機会を広げ、様々なまちづくりへとつながるネ

ットワークをつくっていきます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

地域おこし協力隊員数 1 人 1 人 2 人 2 人 3 人 3 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● まちづくりに関する人材交流機会づくり    

 
 
 

２． スリムで効率的な行政運営の実現   

 

社会動向・市民ニーズに対応できる組織体制・人材育成 

□ アクション８０．政策立案能力や経営感覚をもった職員の育成  【総務課】 

 

地方分権に対応した政策立案能力や経営感覚をもった職員を育成するため研修機会を充実させます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 
政策（形成、評価、法務）研

修受講者数 
3 人 4 人 4 人 5 人 5 人 6 人 

 

≪主な活動項目≫ 

● 職員研修事業    

 

 

□ アクション８１．機動性の高い行政機能（組織機能・拠点機能）の強化  【総務課】 

 

組織間の横断的な政策運営や情報ネットワークを活用した行政サービスの提供等、行政組織の機能強化を

図ります。 

 

 

 

≪主な活動項目≫ 

● 庁舎（支所）建設事業 ● 電子自治体推進事業 
● 地域公共ネットワーク整備事業 ● 横断的な政策運営の推進   

施策 40 

施策 41 



89 

 

効率的で健全な行財政運営の推進 

 

 

 

 

 

□ アクション８２．中長期的な視点にたった行財政改革の推進 【市長公室】【財政課】【税務課】 

【使用料・手数料関係課】 

 

健全な財政運営を持続していくため、行政改革の推進を継続実施するとともに、財政健全化指標等に基づ

く財政の健全化の推進、市税等の収納率の向上等による自主財源の確保に努めます。 
 
◆目標指標【活動指標】 
 H25（現状値） H26 H27 H28 H29 H30（目標値） 

ふるさと納税件数 25 件 27 件 29 件 31 件 33 件 35 件 

普通建設事業計画の順守 
1,444 百万

円 

1,300 百万

円 

1,250 百万

円 

1,000 百万

円 

2,000 百万

円 

1,000 百万

円 

差押件数（給与・預金等） 290 件 290 件 300 件 300 件 310 件 310 件 

捜索 7 件 8 件 8 件 8 件 10 件 10 件 

 

≪主な活動項目≫ 

● 行政改革事業   ● 財政事務事業              ●税務総務事業 
● ふるさと応援基金事業 ● 各種収納事務                 

 

 

 

広域行政の推進による事務の効率化 

□ アクション８３．広域行政による共同化の推進  【総務課】 

 

従来の広域行政の取組みに加え、広域による共同処理を維持拡大することで業務の効率化を図ります。 

 

≪主な活動項目≫ 

● 天草広域連合事業   ●上天草・宇城水道企業団    

 
 

 

 

 

 

 

施策 42 

【目標指標（成果指標）】  
 
● 実質公債費比率 ＜H35 年度目標値  １５．０ ％＞ 

● 経常収支比率 ＜H35 年度目標値   ９５．０ ％＞ 

● 市税徴収率（現年度分） ＜H35 年度目標値 ９８．０ ％＞ 

● 行政に対する市民の満足度（市民意識調査） ＜H35 年度目標値  ６０.０ ％＞ 

● 市民１人当たりの起債残高  ＜Ｈ35 年度目標値 ４００千円 ＞ 

 
 

施策 43 
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３． 総合計画の評価管理の徹底   

 

計画の定期的な管理体制の強化 

 

□ アクション８４．PDCA サイクルによる行政評価の実施  【財政課】 

 

総合計画による政策推進を適正に評価・管理するため、アクションプラン、予算と連動した政策評価など

のＰＤＣＡ（計画・実施・評価・見直し）サイクルを確立し行政経営を効率的に行います。 

 

≪主な活動項目≫ 

● 行政評価事業  

 

□ アクション８５．総合計画の進行管理の徹底  【企画政策課】 

 

総合計画の進行状況を管理・評価する評価委員会を設置し、適正な評価による施策の改善等の検討を行い

ます。 

 

≪主な活動項目≫ 

● 総合計画に関する評価委員会の設置    

 

□ アクション８６．重点戦略プロジェクトの推進  【企画政策課】 

 

総合計画の重点戦略プロジェクトを包括的に推進するため、関係部署間の定期的な情報交換、政策協議を

進める（仮称）戦略プロジェクト推進会議を設置し、計画的、戦略的な施策の推進を図ります。 

 

≪主な活動項目≫ 

● （仮称）戦略プロジェクト推進会議の設置    

 

 

 

 

 

 

施策 44 


